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地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
取
り
組
み

な
ど
で
、
歴
史
的
な
街
並
み
を
残
す
横

須
賀
街
道
の
一
部
区
間
を
平
成
26
年
１

月
か
ら
景
観
条
例
に
基
づ
く
「
景
観
形

成
重
点
地
区
」
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

「
祢
里
の
似
合
う
街
道
の
継
承
と
創

造
」
を
テ
ー
マ
に
、
屋
根
の
形
状
、
壁

面
の
位
置
、
色
彩
、
屋
外
広
告
物
な
ど

が
、
街
並
み
と
調
和
す
る
よ
う
配
慮
い

た
だ
く
ル
ー
ル
を
地
域
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
定
め
て
い
ま
す
。

景
観
形
成
重
点
地
区
内
で
、
建
築
物

や
工
作
物
の
新
築
な
ど
一
定
の
行
為
を

行
う
際
に
は
、
事
前
の
届
け
出
と
ル
ー

ル
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。
空
き
家
の

改
築
や
外
観
の
変
更
、
空
き
地
で
の
新

築
な
ど
を
行
う
際
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま

た
は
都
市

政
策
課
ま

で
お
問
い

合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

資
産
を
生
か
す
相
続
手
続
き
を

不
動
産
登
記
の
手
続
き
は
法
務
局
で
行

い
ま
す
が
、
書
類
の
作
成
な
ど
時
間
と
労

力
を
費
や
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
依
頼
す
る
の

が
一
般
的
で
す
。
正
し
く
相
続
登
記
を
す

る
こ
と
で
、
権
利
関
係
に
か
か
る
問
題
を

回
避
す
る
こ
と
が
で
き
、
売
買
を
す
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
所
有
者

本
人
が
死
亡
す
る
前
に
、
み
ず
か
ら
土
地

や
建
物
な
ど
を
整
理
す
る
こ
と
も
遺
族
に

手
間
を
か
け
さ
せ
な
い
終
活
の
一
つ
と
言

え
ま
す
。
日
頃
か
ら
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
不
動
産
に
つ

い
て
も
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
、
放
置

空
き
家
の
防
止
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ブ
ル
回
避
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
、
空
き
地
な
ん
で
も
無
料
相
談
会

空
き
家
の
問
題
は
建
物
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
み
な
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
お
悩

み
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
け
が
わ
ラ
ン
ド
・

バ
ン
ク
の
専
門
家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き
　
８
月
21
日
、
10
月
16
日
の
日
曜
日

と
こ
ろ
　

　
８
月:

大
須
賀
中
央
公
民
館
（
西
大
渕
）

　
10
月:

大
日
本
報
徳
社
（
掛
川
）

申
込
方
法
　
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４

　
時
に
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
　

　
（
☎
64-

３
１
２
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
64-

３
１

　
２
２･

メ
ー
ルinfo@

kakegawa-lb.jp

）

　
（
相
談
内
容
明
記
）

◆
専
門
家
一
覧
◆

司
法
書
士
（
相
続
登
記
・
成
年
後
見
人
）

宅
地
建
物
取
引
士
（
土
地
、
不
動
産
売
却
・

 

賃
貸
）

建
築
士
（
建
物
調
査
・
耐
震
診
断
）

土
地
家
屋
調
査
士
（
土
地
・
不
動
産
登
記
）

行
政
書
士
（
土
地
建
物
契
約
）

税
理
士
（
家
屋
・
土
地
に
関
わ
る
税
金
）

生
前
遺
品
整
理
士
（
遺
品
整
理
）

空
き
家
管
理
専
門
屋
（
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
）

※

相
談
内
容
に
合
わ
せ
て
担
当
を
決
め
ま
す
。

〜
所
有
者
不
明
土
地
の
解
消
に
向
け
て
〜

空
き
家
の
相
続
を
考
え
る

問 

都
市
政
策
課
（
☎
21-

１
１
５
２
）

損
害
賠
償
責
任
の
可
能
性

建
物
や
土
地
に
は
「
不
動
産
登
記
」
と

い
う
戸
籍
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

不
動
産
登
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
ど
の

よ
う
な
問
題
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

建
物
の
倒
壊
な
ど
で
近
隣
に
被
害
が
出

た
場
合
、
建
物
の
所
有
者
が
賠
償
責
任
を

負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
登
記
上
の
所
有

者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
法
定

相
続
人
で
あ
る
配
偶
者
や
子
ど
も
な
ど
相

続
権
の
あ
る
全
て
の
方
が
対
象
で
す
。
ま

た
、
そ
の
配
偶
者
や
子
ど
も
が
亡
く
な
っ

て
い
る
と
き
に
は
、
孫
や
兄
弟
な
ど
に
賠

償
責
任
は
継
承
さ
れ
、
関
係
者
は
か
な
り

の
人
数
に
膨
ら
み
ま
す
。
そ
の
結
果
、

会
っ
た
こ
と
も
な
い
県
外
の
相
続
人
が
絡

み
合
い
、
問
題
が
さ
ら
に
複
雑
化
し
て
い

く
こ
と
も
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
建

物
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
方
が
、
賠
償
責

任
を
負
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

迷
子
の
土
地
を
出
さ
な
い
た
め
に

相
続
登
記
が
正
し
く
行
わ
れ
な
い
こ
と

で
発
生
す
る
問
題
は
空
き
家
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

１ 

所
有
者
不
明
土
地
の
増
加

人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
、
地
方
か

ら
都
市
部
へ
の
人
口
移
動
な
ど
を
背
景
に
、

土
地
の
利
用
ニ
ー
ズ
が
低
下
し
、
土
地
の

所
有
意
識
が
希
薄
化
す
る
こ
と
で
「
所
有

者
不
明
土
地
」
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

所
有
者
不
明
土
地
と
は

相
続
登
記
が
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
と
な
っ
て
い
る

土
地
を
い
い
ま
す
。

①
不
動
産
登
記
簿
な
ど
を
参
照
し
て
も
、

所
有
者
が
直
ち
に
判
明
し
な
い
土
地

②
所
有
者
が
判
明
し
て
も
、
所
有
者
に

連
絡
が
つ
か
な
い
土
地

管
理
不
全
状
態
の
空
き
家
を
抱
え
る
地

域
の
問
題
点

・
老
朽
化
に
起
因
し
た
地
震
に
よ
る
建

物
の
倒
壊

・
不
審
者
の
侵
入
や
放
火
、
そ
の
他
犯

罪
の
現
場
に
な
る
な
ど
治
安
の
悪
化

・
ご
み
の
不
法
投
棄

・
害
虫
な
ど
の
発
生
に
よ
る
環
境
悪
化

・
ま
ち
の
景
観
が
悪
く
な
る

祢
里
の
似
合
う
街
道
の
継
承
と
創
造

ね

り

令
和
６
年
か
ら
相
続
登
記
が
義
務
に

こ
れ
ま
で
相
続
登
記
は
任
意
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
手
続
き
が
面
倒
だ
っ
た
り
、

話
し
合
い
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
し

て
登
記
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
土
地
が
所
有
者
不
明
土
地
と
し
て

残
り
続
け
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
は
３
年
以
内
の
相
続
登
記
が
義

務
付
け
ら
れ
、
違
反
し
た
場
合
に
は
10
万

円
以
下
の
過
料
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
所
有
者
不
明
土

地
の
解
消
に
つ
な
が
る
大
き
な
一
歩
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
が
創

設
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
27
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
相
続
を
受
け
た
土

地
に
限
り
、
負
担
金
な
ど
を
納
め
る
こ
と

で
国
へ
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。
建
物
な
ど
が
存
在
し
な
い
こ
と
、

境
界
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
要
件
は
あ
り
ま
す
が
、
制
度
が
う

ま
く
機
能
し
て
い
け
ば
、
管
理
不
全
状
態

の
土
地
が
減
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
も
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
不
動

産
の
適
正
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

静岡県司法書士会
掛川支部
青野雅之さん

２ 

所
有
者
不
明
土
地
の
問
題
点

所
有
者
不
明
土
地
は
民
間
取
り
引
き
や

土
地
の
利
活
用
、
公
共
事
業
な
ど
を
円
滑

に
進
め
る
上
で
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
空
き
地
と
し
て
長
い
間
放
置
さ
れ
る

と
、
雑
草
の
繁
茂
や
ご
み
の
投
棄
な
ど
管

理
不
全
の
状
態
と
な
り
、
周
辺
住
民
の
生

活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
空
き
家
が
建
っ
て
い
れ
ば
建

物
管
理
不
全
の
問
題
に
も
な
り
ま
す
。

景観形成重点地区区域図
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地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
取
り
組
み

な
ど
で
、
歴
史
的
な
街
並
み
を
残
す
横

須
賀
街
道
の
一
部
区
間
を
平
成
26
年
１

月
か
ら
景
観
条
例
に
基
づ
く
「
景
観
形

成
重
点
地
区
」
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

「
祢
里
の
似
合
う
街
道
の
継
承
と
創

造
」
を
テ
ー
マ
に
、
屋
根
の
形
状
、
壁

面
の
位
置
、
色
彩
、
屋
外
広
告
物
な
ど

が
、
街
並
み
と
調
和
す
る
よ
う
配
慮
い

た
だ
く
ル
ー
ル
を
地
域
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
定
め
て
い
ま
す
。

景
観
形
成
重
点
地
区
内
で
、
建
築
物

や
工
作
物
の
新
築
な
ど
一
定
の
行
為
を

行
う
際
に
は
、
事
前
の
届
け
出
と
ル
ー

ル
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。
空
き
家
の

改
築
や
外
観
の
変
更
、
空
き
地
で
の
新

築
な
ど
を
行
う
際
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま

た
は
都
市

政
策
課
ま

で
お
問
い

合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

資
産
を
生
か
す
相
続
手
続
き
を

不
動
産
登
記
の
手
続
き
は
法
務
局
で
行

い
ま
す
が
、
書
類
の
作
成
な
ど
時
間
と
労

力
を
費
や
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
依
頼
す
る
の

が
一
般
的
で
す
。
正
し
く
相
続
登
記
を
す

る
こ
と
で
、
権
利
関
係
に
か
か
る
問
題
を

回
避
す
る
こ
と
が
で
き
、
売
買
を
す
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
所
有
者

本
人
が
死
亡
す
る
前
に
、
み
ず
か
ら
土
地

や
建
物
な
ど
を
整
理
す
る
こ
と
も
遺
族
に

手
間
を
か
け
さ
せ
な
い
終
活
の
一
つ
と
言

え
ま
す
。
日
頃
か
ら
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
不
動
産
に
つ

い
て
も
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
、
放
置

空
き
家
の
防
止
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ブ
ル
回
避
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
、
空
き
地
な
ん
で
も
無
料
相
談
会

空
き
家
の
問
題
は
建
物
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
み
な
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
お
悩

み
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
け
が
わ
ラ
ン
ド
・

バ
ン
ク
の
専
門
家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き
　
８
月
21
日
、
10
月
16
日
の
日
曜
日

と
こ
ろ
　

　
８
月:

大
須
賀
中
央
公
民
館
（
西
大
渕
）

　
10
月:

大
日
本
報
徳
社
（
掛
川
）

申
込
方
法
　
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４

　
時
に
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
　

　
（
☎
64-

３
１
２
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
64-

３
１

　
２
２･
メ
ー
ルinfo@

kakegawa-lb.jp

）

　
（
相
談
内
容
明
記
）

◆
専
門
家
一
覧
◆

司
法
書
士
（
相
続
登
記
・
成
年
後
見
人
）

宅
地
建
物
取
引
士
（
土
地
、
不
動
産
売
却
・

 

賃
貸
）

建
築
士
（
建
物
調
査
・
耐
震
診
断
）

土
地
家
屋
調
査
士
（
土
地
・
不
動
産
登
記
）

行
政
書
士
（
土
地
建
物
契
約
）

税
理
士
（
家
屋
・
土
地
に
関
わ
る
税
金
）

生
前
遺
品
整
理
士
（
遺
品
整
理
）

空
き
家
管
理
専
門
屋
（
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
）

※

相
談
内
容
に
合
わ
せ
て
担
当
を
決
め
ま
す
。

〜
所
有
者
不
明
土
地
の
解
消
に
向
け
て
〜

空
き
家
の
相
続
を
考
え
る

問 

都
市
政
策
課
（
☎
21-

１
１
５
２
）

損
害
賠
償
責
任
の
可
能
性

建
物
や
土
地
に
は
「
不
動
産
登
記
」
と

い
う
戸
籍
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

不
動
産
登
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
ど
の

よ
う
な
問
題
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

建
物
の
倒
壊
な
ど
で
近
隣
に
被
害
が
出

た
場
合
、
建
物
の
所
有
者
が
賠
償
責
任
を

負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
登
記
上
の
所
有

者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
法
定

相
続
人
で
あ
る
配
偶
者
や
子
ど
も
な
ど
相

続
権
の
あ
る
全
て
の
方
が
対
象
で
す
。
ま

た
、
そ
の
配
偶
者
や
子
ど
も
が
亡
く
な
っ

て
い
る
と
き
に
は
、
孫
や
兄
弟
な
ど
に
賠

償
責
任
は
継
承
さ
れ
、
関
係
者
は
か
な
り

の
人
数
に
膨
ら
み
ま
す
。
そ
の
結
果
、

会
っ
た
こ
と
も
な
い
県
外
の
相
続
人
が
絡

み
合
い
、
問
題
が
さ
ら
に
複
雑
化
し
て
い

く
こ
と
も
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
建

物
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
方
が
、
賠
償
責

任
を
負
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

迷
子
の
土
地
を
出
さ
な
い
た
め
に

相
続
登
記
が
正
し
く
行
わ
れ
な
い
こ
と

で
発
生
す
る
問
題
は
空
き
家
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

１ 

所
有
者
不
明
土
地
の
増
加

人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
、
地
方
か

ら
都
市
部
へ
の
人
口
移
動
な
ど
を
背
景
に
、

土
地
の
利
用
ニ
ー
ズ
が
低
下
し
、
土
地
の

所
有
意
識
が
希
薄
化
す
る
こ
と
で
「
所
有

者
不
明
土
地
」
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

所
有
者
不
明
土
地
と
は

相
続
登
記
が
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
と
な
っ
て
い
る

土
地
を
い
い
ま
す
。

①
不
動
産
登
記
簿
な
ど
を
参
照
し
て
も
、

所
有
者
が
直
ち
に
判
明
し
な
い
土
地

②
所
有
者
が
判
明
し
て
も
、
所
有
者
に

連
絡
が
つ
か
な
い
土
地

管
理
不
全
状
態
の
空
き
家
を
抱
え
る
地

域
の
問
題
点

・
老
朽
化
に
起
因
し
た
地
震
に
よ
る
建

物
の
倒
壊

・
不
審
者
の
侵
入
や
放
火
、
そ
の
他
犯

罪
の
現
場
に
な
る
な
ど
治
安
の
悪
化

・
ご
み
の
不
法
投
棄

・
害
虫
な
ど
の
発
生
に
よ
る
環
境
悪
化

・
ま
ち
の
景
観
が
悪
く
な
る

祢
里
の
似
合
う
街
道
の
継
承
と
創
造

ね

り

令
和
６
年
か
ら
相
続
登
記
が
義
務
に

こ
れ
ま
で
相
続
登
記
は
任
意
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
手
続
き
が
面
倒
だ
っ
た
り
、

話
し
合
い
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
し

て
登
記
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
土
地
が
所
有
者
不
明
土
地
と
し
て

残
り
続
け
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
は
３
年
以
内
の
相
続
登
記
が
義

務
付
け
ら
れ
、
違
反
し
た
場
合
に
は
10
万

円
以
下
の
過
料
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
所
有
者
不
明
土

地
の
解
消
に
つ
な
が
る
大
き
な
一
歩
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
が
創

設
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
27
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
相
続
を
受
け
た
土

地
に
限
り
、
負
担
金
な
ど
を
納
め
る
こ
と

で
国
へ
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。
建
物
な
ど
が
存
在
し
な
い
こ
と
、

境
界
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
要
件
は
あ
り
ま
す
が
、
制
度
が
う

ま
く
機
能
し
て
い
け
ば
、
管
理
不
全
状
態

の
土
地
が
減
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
も
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
不
動

産
の
適
正
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

静岡県司法書士会
掛川支部
青野雅之さん

２ 

所
有
者
不
明
土
地
の
問
題
点

所
有
者
不
明
土
地
は
民
間
取
り
引
き
や

土
地
の
利
活
用
、
公
共
事
業
な
ど
を
円
滑

に
進
め
る
上
で
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
空
き
地
と
し
て
長
い
間
放
置
さ
れ
る

と
、
雑
草
の
繁
茂
や
ご
み
の
投
棄
な
ど
管

理
不
全
の
状
態
と
な
り
、
周
辺
住
民
の
生

活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
空
き
家
が
建
っ
て
い
れ
ば
建

物
管
理
不
全
の
問
題
に
も
な
り
ま
す
。

景観形成重点地区区域図
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第２次掛川市
総合計画改定
【ポストコロナ編】

問企画政策課（☎21-1127）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的

な
拡
大
に
よ
り
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化

す
る
と
と
も
に
、
人
々
の
行
動
や
価
値
観
、

生
活
様
式
な
ど
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
（※

）
に
お

け
る
さ
ら
な
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
第
２
次
掛
川
市
総
合
計
画

を
【
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
編
】
と
し
て
改
定
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

※

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
前
の
社

会
（
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
）
に
対
し
、
感
染
症
が
ま
ん
延

し
た
社
会
（
コ
ロ
ナ
禍
）
か
ら
後
の
社
会
（
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
）
の
こ
と
。

掛
川
市
総
合
計
画
と
は

掛
川
市
自
治
基
本
条
例
に
示
さ
れ
て
い
る

基
本
理
念
を
踏
ま
え
た
、
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。

◆
改
定
後
の
計
画
期
間

令
和
4
年
度
〜
令
和
7
年
度
　
　

◆
基
本
理
念

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

◆
市
の
将
来
像

希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰
も
が
住
み
た
く

な
る
ま
ち
掛
川

改
定
の
基
本
的
な
考
え
方

①
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る
新
し
い
ま

ち
づ
く
り

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
へ
の
移
行
や
地
方

分
散
の
流
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
浸
透
と
い
っ

た
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を

よ
り
一
層
推
進
し
、
地
域
内
で
人
や
物
が
循

将来人口グラフ
実績値 将来人口

120,229

25,285
（21.0%）

78,023
（64.9%）

28,415
（24.1%）

32,221
（27.6%） 34,600

（30.3%）
34,800
（30.9%）

35,300
（32.1%）

33,800
（29.3%）

117,681 116,907 115,400 114,200
112,600 110,000

（人）
120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

16,921
（14.1%）

72,702
（61.8%） 68,855

（58.9%）
66,300
（57.5%）

64,700
（56.7%）

62,800
（55.8%）

60,300
（54.8%）

15,831
（13.5%）

15,300
（13.2%）

14,900
（13.0%）

15,000
（13.3%）

14,400
（13.1%）

16,564
（14.1%）

2010
（平成22年）

2015
（平成27年）

2020
（令和2年）

2030
（令和12年）

2035
（令和17年）

2040
（令和22年）

2025
（令和7年）

■0~14歳　■15～64歳　■65歳以上

78,023
（64.9%）

25,285
（21.0%） 28,415

（24.1%）
32,221
（27.6%） 34,600

（30.3%）
34,800
（30.9%） 35,300

（32.1%）

33,800
（29.3%）

環
し
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
包
摂
的
な
社
会
を
目
指
し
た
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

②
未
来
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り

　
対
話
を
重
視
し
な
が
ら
、
時
代
や
社
会
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
、
固
定
観
念
や
既
存
の
手
法

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
柔
軟
な
思
考
で
、

一
歩
先
の
未
来
を
描
き
な
が
ら
取
り
組
み
ま

す
。

③
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
立
ち
向
か

う
戦
略
的
施
策

　
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
真

に
必
要
な
施
策
を
選
択
す
る
戦
略
的
施
策
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
働
き
方
や
暮

ら
し
方
、
学
び
方
を
選
択
で
き
、
生
涯
自
立
し

て
豊
か
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

④
掛
川
流
「
協
働
力
」
の
発
揮

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と

し
、
企
業
、
大
学
、
金
融
機
関
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
団
体
、
国
や
県
、
市
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
生
か
し
て
連
携
し
、
掛
川
市
の
将

来
像
「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰
も
が
住
み
た

く
な
る
ま
ち
掛
川
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

将来目標人口
市の人口は、平成22年をピークに減少の傾向にありま
す。新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、
持続可能なまちづくりに向け、令和22年（2040年）の目
標人口を11万人と設定します。（上図）

戦略方針　未来に向けてチャレンジできるまち 掛川

戦略の7本柱　7つの戦略の柱を軸として施策を推進していきます。

市は「生涯学習都市宣言」および「掛川市自治基本条例」の理念を実現するため、市民一人ひとりが輝き、
いつでも誰でも何回でも「未来に向けてチャレンジできるまち」を目指します。

第2次掛川市総合計画【ポストコロナ編】の全文は、市ホームページに掲載しています。

 教育・文化分野

生涯にわたりこころざし高く学び心豊かに
暮らすまち

①多方面で活躍できる人材を育成する教育ＤＸの推進
②生涯にわたる学びの推進
③掛川らしい文化の継承・創造・発信
④文化財の活用の可能性の拡大
⑤デジタル技術と本物の体験による学びの機会の充実

１

健康・子育て・福祉分野

誰もが健やかに、安心で幸せな暮らしをと
もにつくるまち

①市民総ぐるみで次世代の育成
②地域包括ケアシステムの拡充
③健康管理の支援と予防活動の強化
④誰もが幸せに暮らすことのできるまちの実現
⑤ＤＸによる福祉・医療・健康・子育てなどネットワークの強化

2

環境分野

美しい自然環境と共生し、エネルギーの地産
地消と資源循環を実現した持続可能なまち

①豊かな自然環境の保全
②地域循環共生圏の確立を通じた脱炭素社会の推進
③公民連携によるエネルギーの地産地消
④自助・共助による資源循環の推進

3

産業・経済分野

新しい技術と多様な働き方から活力ある産
業を生み出す、世界に誇れるお茶のまち

①産業の開拓や起業の支援による活力ある産業の創出
②ヒト・モノ・コトがつながる地域経済循環の推進
③柔軟な働き方の推進と多様な人材の活躍
④力強い農業と世界に誇れるお茶のまちの実現

4

シティプロモーション分野
魅力ある暮らしとホスピタリティにより、選
ばれるまち

①様々な形でまちに関わる関係人口の拡大
②魅力ある人材や企業の呼び込み
③選ばれ、迎え入れるまちへ

5

安全・安心・都市基盤分野

災害に強く安全で安心な暮らしを支える基
盤を整えたまち

①災害に強いまちづくり
②多極ネットワーク型コンパクトシティの実現
③地方分散による受け入れ体制の整備
④移動手段の最適化
⑤ＤＸによる自助・共助の安全・安心なまちの実現

6

 協働・広域・行財政分野

協働と連携により誰もが支えあい役立ちあ
うまち

①協働のまちづくりに向けた参画と情報共有の推進
②広域連携や官民連携の推進
③行政ＤＸや多様な人材活用と安定した財源確保
④公共施設などの適正化の推進

7
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第２次掛川市
総合計画改定
【ポストコロナ編】

問企画政策課（☎21-1127）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的

な
拡
大
に
よ
り
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化

す
る
と
と
も
に
、
人
々
の
行
動
や
価
値
観
、

生
活
様
式
な
ど
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
（※

）
に
お

け
る
さ
ら
な
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
第
２
次
掛
川
市
総
合
計
画

を
【
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
編
】
と
し
て
改
定
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

※

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
前
の
社

会
（
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
）
に
対
し
、
感
染
症
が
ま
ん
延

し
た
社
会
（
コ
ロ
ナ
禍
）
か
ら
後
の
社
会
（
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
）
の
こ
と
。

掛
川
市
総
合
計
画
と
は

掛
川
市
自
治
基
本
条
例
に
示
さ
れ
て
い
る

基
本
理
念
を
踏
ま
え
た
、
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。

◆
改
定
後
の
計
画
期
間

令
和
4
年
度
〜
令
和
7
年
度
　
　

◆
基
本
理
念

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

◆
市
の
将
来
像

希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰
も
が
住
み
た
く

な
る
ま
ち
掛
川

改
定
の
基
本
的
な
考
え
方

①
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る
新
し
い
ま

ち
づ
く
り

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
へ
の
移
行
や
地
方

分
散
の
流
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
浸
透
と
い
っ

た
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を

よ
り
一
層
推
進
し
、
地
域
内
で
人
や
物
が
循

将来人口グラフ
実績値 将来人口

120,229

25,285
（21.0%）

78,023
（64.9%）

28,415
（24.1%）

32,221
（27.6%） 34,600

（30.3%）
34,800
（30.9%）

35,300
（32.1%）

33,800
（29.3%）

117,681 116,907 115,400 114,200
112,600 110,000

（人）
120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

16,921
（14.1%）

72,702
（61.8%） 68,855

（58.9%）
66,300
（57.5%）

64,700
（56.7%）

62,800
（55.8%）

60,300
（54.8%）

15,831
（13.5%）

15,300
（13.2%）

14,900
（13.0%）

15,000
（13.3%）

14,400
（13.1%）

16,564
（14.1%）

2010
（平成22年）

2015
（平成27年）

2020
（令和2年）

2030
（令和12年）

2035
（令和17年）

2040
（令和22年）

2025
（令和7年）

■0~14歳　■15～64歳　■65歳以上

78,023
（64.9%）

25,285
（21.0%） 28,415

（24.1%）
32,221
（27.6%） 34,600

（30.3%）
34,800
（30.9%） 35,300

（32.1%）

33,800
（29.3%）

環
し
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
包
摂
的
な
社
会
を
目
指
し
た
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

②
未
来
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り

　
対
話
を
重
視
し
な
が
ら
、
時
代
や
社
会
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
、
固
定
観
念
や
既
存
の
手
法

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
柔
軟
な
思
考
で
、

一
歩
先
の
未
来
を
描
き
な
が
ら
取
り
組
み
ま

す
。

③
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
立
ち
向
か

う
戦
略
的
施
策

　
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
真

に
必
要
な
施
策
を
選
択
す
る
戦
略
的
施
策
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
働
き
方
や
暮

ら
し
方
、
学
び
方
を
選
択
で
き
、
生
涯
自
立
し

て
豊
か
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

④
掛
川
流
「
協
働
力
」
の
発
揮

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と

し
、
企
業
、
大
学
、
金
融
機
関
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
団
体
、
国
や
県
、
市
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
生
か
し
て
連
携
し
、
掛
川
市
の
将

来
像
「
希
望
が
見
え
る
ま
ち
・
誰
も
が
住
み
た

く
な
る
ま
ち
掛
川
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

将来目標人口
市の人口は、平成22年をピークに減少の傾向にありま
す。新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、
持続可能なまちづくりに向け、令和22年（2040年）の目
標人口を11万人と設定します。（上図）

戦略方針　未来に向けてチャレンジできるまち 掛川

戦略の7本柱　7つの戦略の柱を軸として施策を推進していきます。

市は「生涯学習都市宣言」および「掛川市自治基本条例」の理念を実現するため、市民一人ひとりが輝き、
いつでも誰でも何回でも「未来に向けてチャレンジできるまち」を目指します。

第2次掛川市総合計画【ポストコロナ編】の全文は、市ホームページに掲載しています。

 教育・文化分野

生涯にわたりこころざし高く学び心豊かに
暮らすまち

①多方面で活躍できる人材を育成する教育ＤＸの推進
②生涯にわたる学びの推進
③掛川らしい文化の継承・創造・発信
④文化財の活用の可能性の拡大
⑤デジタル技術と本物の体験による学びの機会の充実

１

健康・子育て・福祉分野

誰もが健やかに、安心で幸せな暮らしをと
もにつくるまち

①市民総ぐるみで次世代の育成
②地域包括ケアシステムの拡充
③健康管理の支援と予防活動の強化
④誰もが幸せに暮らすことのできるまちの実現
⑤ＤＸによる福祉・医療・健康・子育てなどネットワークの強化

2

環境分野

美しい自然環境と共生し、エネルギーの地産
地消と資源循環を実現した持続可能なまち

①豊かな自然環境の保全
②地域循環共生圏の確立を通じた脱炭素社会の推進
③公民連携によるエネルギーの地産地消
④自助・共助による資源循環の推進

3

産業・経済分野

新しい技術と多様な働き方から活力ある産
業を生み出す、世界に誇れるお茶のまち

①産業の開拓や起業の支援による活力ある産業の創出
②ヒト・モノ・コトがつながる地域経済循環の推進
③柔軟な働き方の推進と多様な人材の活躍
④力強い農業と世界に誇れるお茶のまちの実現

4

シティプロモーション分野
魅力ある暮らしとホスピタリティにより、選
ばれるまち

①様々な形でまちに関わる関係人口の拡大
②魅力ある人材や企業の呼び込み
③選ばれ、迎え入れるまちへ

5

安全・安心・都市基盤分野

災害に強く安全で安心な暮らしを支える基
盤を整えたまち

①災害に強いまちづくり
②多極ネットワーク型コンパクトシティの実現
③地方分散による受け入れ体制の整備
④移動手段の最適化
⑤ＤＸによる自助・共助の安全・安心なまちの実現

6

 協働・広域・行財政分野

協働と連携により誰もが支えあい役立ちあ
うまち

①協働のまちづくりに向けた参画と情報共有の推進
②広域連携や官民連携の推進
③行政ＤＸや多様な人材活用と安定した財源確保
④公共施設などの適正化の推進

7
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※地区の希望により合同開催

令和４年度開催日程
原泉

睦浜

千浜

葛ヶ丘

土方

上内田

倉真

城北

大須賀第二

大渕

原谷

掛川第五

粟本

掛川第三※

掛川第四※

大須賀第一

8月 5日（金）

8月 8日（月）

8月17日（水）

8月18日（木）

8月25日（木）

8月30日（火）

9月 1日（木）

9月 7日（水）

9月16日（金）

9月20日（火）

9月22日（木）

9月26日（月）

9月27日（火）

10月 4日（火）

10月11日（火）

10月17日（月）

10月18日（火）

10月25日（火）

10月26日（水）

10月28日（金）

11月 1日（火）

11月 2日（水）

11月 4日（金）

11月14日（月）

11月17日（木）

11月21日（月）

11月22日（火）

11月25日（金）

佐束

西南郷

桜木

中

大須賀第三

大坂

南郷

西郷

掛川第一第二

和田岡

原田

東山口※

日坂※

東山※

曽我

西山口

10月 3日（月）

市民のワクチン接種案内・予約受付
掛川市ワクチンコールセンター
☎050-5491-1250
午前9時～午後5時（土日・祝日含む）

市民のワクチン接種の相談・支援
掛川市新型コロナワクチン相談窓口
☎080-3415-7326
午前9時～午後4時（平日のみ）

ワクチンの安全性など基本的な情報
厚生労働省新型コロナワクチン
コールセンター
☎0120-761-770
午前9時～午後9時（土日・祝日含む）

県内のワクチン接種の副反応疑問点
静岡県新型コロナウイルスワクチン
接種副反応相談窓口
☎050-5445-2369
午前9時～午後10時（土日・祝日含む）

3回目接種から5か月経過後に、4回目の接種券を対
象の方へ順次発送しています。
新型コロナワクチンの接種は9月末で終了予定です

（7月12日現在）。接種を希望される方は、接種券が届
いたら予約をお願いします。
また、1～3回目の接種も引き続き実施しています。
問健康医療課新型コロナワクチン接種対策係（☎64-5671）

4
回
目
接
種
は
5
か
月
経
過
後

次
の
方
は
3
回
目
接
種
か
ら
5

か
月
経
過
後
に
4
回
目
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
60
歳
以
上
の
方

②
18
歳
以
上
59
歳
以
下
で
基
礎
疾

患
が
あ
る
、
ま
た
は
そ
の
他
重

症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が

認
め
た
方

①
の
方
に
は
、
4
回
目
接
種
券

を
随
時
発
送
し
て
い
ま
す
。
接
種

券
が
届
い
た
ら
接
種
を
お
願
い
し

ま
す
。

②
の
方
の
う
ち
初
回
接
種（
1
、

2
回
目
）
時
に
基
礎
疾
患
が
あ
る

と
申
請
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
順

次
発
送
し
ま
す
（
申
請
不
要
）
。

そ
の
他
の
方
は
電
子
申
請
フ
ォ
ー

ム
、
ま
た
は
徳
育
保
健

セ
ン
タ
ー（
御
所
原
）で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

60
歳
以
上
の
集
団
接
種
は
予
約
割

り
当
て

2
〜
3
月
に
集
団
接
種
会
場
で

3
回
目
の
接
種
を
受
け
た
60
歳
以

上
（
4
月
1
日
現
在
）
の
方
に

は
、
日
時
と
会
場
を
指
定
し
た
通

知
を
接
種
券
に
同
封
し
ま
す
。
使

用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
モ
デ
ル
ナ
社

製
で
す
。

指
定
の
日
時
で
都
合
が
悪
い
方

や
個
別
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

変
更
や
キ
ャ
ン
セ
ル
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
3
回
目
の
接
種
を
個
別

接
種
で
行
っ
た
方
は
、
接
種
券
が

届
き
次
第
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

1
〜
3
回
目
接
種
も
可
能

1
〜
3
回
目
接
種
も
市
内
医
療

機
関
な
ど
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
接
種
券
が
手
元
に
な
い
場

合
は
、
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
徳

育
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

県
大
規
模
接
種
を
開
催
中

県
に
よ
る
集
団
接
種
が
8
月
30

日
㈫
ま
で
の
火
・
金
・
土
曜
日
に

パ
テ
ィ
オ
袋
井
（
袋
井
市
）
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
ワ
ク
チ

ン
は
、
3
、
4
回
目
の
方
は
モ
デ

ル
ナ
社
製
、
1
〜
3
回
目
の
方
は

武
田
社
製
（
ノ
バ
バ
ッ
ク

ス
）の
2
種
類
で
す
。詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※掲載内容は、現時点の情報です。今後の国の発表により変更になることがあります。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報

を
随
時
更
新
し
て
い

ま
す
。

市ホームページ

新型コロナワクチン接種費用
無料

対象者に4回目接種の案内を順次発送しています 対
話
を
と
お
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
へ

地
区
集
会
を
開
催

問
生
涯
学
習
協
働
推
進
課

     

（
☎
21-

1
1
2
9
）

地
区
集
会
は
、
地
域
と
行
政
が
と
も
に
市

の
将
来
像
や
施
策
、
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
対
話
す
る
機
会
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
市
が
進
め
る
対
話
重
視
の
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
重
要
な
集
会
で
す
。
本
音
の
対

話
を
す
る
こ
と
で
、
状
況
や
思
い
を
共
有

し
、さ
ら
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
を
図
り
ま

す
。

内
容各

地
区
が
設
定
し
た
「
市
と
共
有
し
た
い

テ
ー
マ
」
に
つ
い
て
対
話
し
ま
す
。

参
加
者

日
程下

表
を
参
照

ウ
ェ
ブ
配
信

本
年
度
の
地
区
集
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
地
域
か
ら
の
参

加
は
地
区
の
役
員
な
ど
に
限
定
し
、
密
を
回

避
し
た
少
人
数
で
の
開
催
と
し
ま
す
。
各
日

程
の
対
話
の
様
子
は
録
画
し
、
9
月
以
降
順

次
ウ
ェ
ブ
で
配
信
し
ま
す
の
で
、
区
民
の
み

な
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
地
区

の
状
況
や
思
い
を
共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w.city.kake

gawa.shizuoka.jp/gyosei/
docs/176450.htm

l

市ホームページ

こ
れ
ま
で
の
地
区
集
会
の
記
録

対
話
の
内
容
を
「
市
民
と
市
長
の
交
流

ノ
ー
ト
」
と
し
て
ま
と
め
、
毎
年
発
行
し
て

い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る

ほ
か
、
公
会
堂
・
公
民
館
や
、
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
拠
点
施
設
で
冊
子
版
を
閲
覧

で
き
ま
す
。

https://w
w
w.city.kake

gawa.shizuoka.jp/gyosei/
docs/8665.htm

l

市ホームページ

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
自
治

区
な
ど
の
役
員

地
区市

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
な
ど
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※地区の希望により合同開催

令和４年度開催日程
原泉

睦浜

千浜

葛ヶ丘

土方

上内田

倉真

城北

大須賀第二

大渕

原谷

掛川第五

粟本

掛川第三※

掛川第四※

大須賀第一

8月 5日（金）

8月 8日（月）

8月17日（水）

8月18日（木）

8月25日（木）

8月30日（火）

9月 1日（木）

9月 7日（水）

9月16日（金）

9月20日（火）

9月22日（木）

9月26日（月）

9月27日（火）

10月 4日（火）

10月11日（火）

10月17日（月）

10月18日（火）

10月25日（火）

10月26日（水）

10月28日（金）

11月 1日（火）

11月 2日（水）

11月 4日（金）

11月14日（月）

11月17日（木）

11月21日（月）

11月22日（火）

11月25日（金）

佐束

西南郷

桜木

中

大須賀第三

大坂

南郷

西郷

掛川第一第二

和田岡

原田

東山口※

日坂※

東山※

曽我

西山口

10月 3日（月）

市民のワクチン接種案内・予約受付
掛川市ワクチンコールセンター
☎050-5491-1250
午前9時～午後5時（土日・祝日含む）

市民のワクチン接種の相談・支援
掛川市新型コロナワクチン相談窓口
☎080-3415-7326
午前9時～午後4時（平日のみ）

ワクチンの安全性など基本的な情報
厚生労働省新型コロナワクチン
コールセンター
☎0120-761-770
午前9時～午後9時（土日・祝日含む）

県内のワクチン接種の副反応疑問点
静岡県新型コロナウイルスワクチン
接種副反応相談窓口
☎050-5445-2369
午前9時～午後10時（土日・祝日含む）

3回目接種から5か月経過後に、4回目の接種券を対
象の方へ順次発送しています。
新型コロナワクチンの接種は9月末で終了予定です

（7月12日現在）。接種を希望される方は、接種券が届
いたら予約をお願いします。
また、1～3回目の接種も引き続き実施しています。
問健康医療課新型コロナワクチン接種対策係（☎64-5671）

4
回
目
接
種
は
5
か
月
経
過
後

次
の
方
は
3
回
目
接
種
か
ら
5

か
月
経
過
後
に
4
回
目
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
60
歳
以
上
の
方

②
18
歳
以
上
59
歳
以
下
で
基
礎
疾

患
が
あ
る
、
ま
た
は
そ
の
他
重

症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が

認
め
た
方

①
の
方
に
は
、
4
回
目
接
種
券

を
随
時
発
送
し
て
い
ま
す
。
接
種

券
が
届
い
た
ら
接
種
を
お
願
い
し

ま
す
。

②
の
方
の
う
ち
初
回
接
種（
1
、

2
回
目
）
時
に
基
礎
疾
患
が
あ
る

と
申
請
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
順

次
発
送
し
ま
す
（
申
請
不
要
）
。

そ
の
他
の
方
は
電
子
申
請
フ
ォ
ー

ム
、
ま
た
は
徳
育
保
健

セ
ン
タ
ー（
御
所
原
）で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

60
歳
以
上
の
集
団
接
種
は
予
約
割

り
当
て

2
〜
3
月
に
集
団
接
種
会
場
で

3
回
目
の
接
種
を
受
け
た
60
歳
以

上
（
4
月
1
日
現
在
）
の
方
に

は
、
日
時
と
会
場
を
指
定
し
た
通

知
を
接
種
券
に
同
封
し
ま
す
。
使

用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
モ
デ
ル
ナ
社

製
で
す
。

指
定
の
日
時
で
都
合
が
悪
い
方

や
個
別
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

変
更
や
キ
ャ
ン
セ
ル
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
3
回
目
の
接
種
を
個
別

接
種
で
行
っ
た
方
は
、
接
種
券
が

届
き
次
第
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

1
〜
3
回
目
接
種
も
可
能

1
〜
3
回
目
接
種
も
市
内
医
療

機
関
な
ど
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
接
種
券
が
手
元
に
な
い
場

合
は
、
身
分
証
明
書
を
持
っ
て
徳

育
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

県
大
規
模
接
種
を
開
催
中

県
に
よ
る
集
団
接
種
が
8
月
30

日
㈫
ま
で
の
火
・
金
・
土
曜
日
に

パ
テ
ィ
オ
袋
井
（
袋
井
市
）
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
ワ
ク
チ

ン
は
、
3
、
4
回
目
の
方
は
モ
デ

ル
ナ
社
製
、
1
〜
3
回
目
の
方
は

武
田
社
製
（
ノ
バ
バ
ッ
ク

ス
）の
2
種
類
で
す
。詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※掲載内容は、現時点の情報です。今後の国の発表により変更になることがあります。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報

を
随
時
更
新
し
て
い

ま
す
。

市ホームページ

新型コロナワクチン接種費用
無料

対象者に4回目接種の案内を順次発送しています 対
話
を
と
お
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
へ

地
区
集
会
を
開
催

問
生
涯
学
習
協
働
推
進
課

     

（
☎
21-

1
1
2
9
）

地
区
集
会
は
、
地
域
と
行
政
が
と
も
に
市

の
将
来
像
や
施
策
、
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
対
話
す
る
機
会
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
市
が
進
め
る
対
話
重
視
の
ま
ち
づ
く

り
に
と
っ
て
重
要
な
集
会
で
す
。
本
音
の
対

話
を
す
る
こ
と
で
、
状
況
や
思
い
を
共
有

し
、さ
ら
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
を
図
り
ま

す
。

内
容各

地
区
が
設
定
し
た
「
市
と
共
有
し
た
い

テ
ー
マ
」
に
つ
い
て
対
話
し
ま
す
。

参
加
者

日
程下

表
を
参
照

ウ
ェ
ブ
配
信

本
年
度
の
地
区
集
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
地
域
か
ら
の
参

加
は
地
区
の
役
員
な
ど
に
限
定
し
、
密
を
回

避
し
た
少
人
数
で
の
開
催
と
し
ま
す
。
各
日

程
の
対
話
の
様
子
は
録
画
し
、
9
月
以
降
順

次
ウ
ェ
ブ
で
配
信
し
ま
す
の
で
、
区
民
の
み

な
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
地
区

の
状
況
や
思
い
を
共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w.city.kake

gawa.shizuoka.jp/gyosei/
docs/176450.htm

l

市ホームページ

こ
れ
ま
で
の
地
区
集
会
の
記
録

対
話
の
内
容
を
「
市
民
と
市
長
の
交
流

ノ
ー
ト
」
と
し
て
ま
と
め
、
毎
年
発
行
し
て

い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る

ほ
か
、
公
会
堂
・
公
民
館
や
、
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
拠
点
施
設
で
冊
子
版
を
閲
覧

で
き
ま
す
。

https://w
w
w.city.kake

gawa.shizuoka.jp/gyosei/
docs/8665.htm

l

市ホームページ

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
自
治

区
な
ど
の
役
員

地
区市

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
な
ど
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本
格
出
店
へ
の
足
が
か
り
に

市
は
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創

出
や
空
き
店
舗
の
活
用
を
図
る
た

め
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
B
A
S
E
な
か

ま
ち
」
を
始
動
し
ま
し
た
。
将

来
、
市
内
に
出
店
を
希
望
す
る
方

へ
期
間
限
定
で
貸
し
出
し
、
本
格

出
店
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
活
用

し
て
も
ら
い
ま
す
。

第
1
期
出
店
店
舗（
〜
12
月
31
日
）

◆
神
さ
ま
ア
ロ
マ

希
少
な
天
然
精
油
を
使
用
。
神 

社
の
神
様
を
モ
チ
ー
フ
に
専
属 

調
香
師
が
調
合
。
体
に
も
心
に 

も
優
し
い
ア
ロ
マ
の
製
造
販
売
。

◆
は
ぴ
き
ゃ
り
ク
リ
エ
イ
ト

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
コ
ー
チ
ン
グ
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
ト
な
ど
の
ス
キ
ル
を
生
か

し
て
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
相

談
室
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

◆
N
O
N
c
o
c
o
C
u
r
r
y

（
ノ
ン
コ
コ
カ
レ
ー
）

華
や
か
な
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
と 

コ
ー
ヒ
ー
の
販
売
。

自
習
や
テ
レ
ワ
ー
ク
で
活
用
を

店
舗
内
に
は
、
誰
で
も
利
用
で

き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

フ
リ
ー
W
i
-F
i
や
エ
ア
コ
ン

を
完
備
し
て
い
ま
す
。
飲
食
の
持

ち
込
み
も
自
由
で
、
自
習
や
テ
レ

ワ
ー
ク
、
ち
ょ
っ
と
し
た
休
憩
な

ど
、
自
由
に
活
用
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ャレンジBASEオープン

康ウォーキングマップ完成

3店舗出店、フリースペースも利用できますチチ問都市政策課
  （☎21-1152）

楽しみながら歩いて健康づくり健
Information

問 長寿推進課
　（☎21-1142）

か
け
が
わ
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
推
進
の
た
め
、
歩
く
だ

け
で
健
康
に
な
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
職
（
理
学
療
法
士
・
作
業
療

法
士
）
監
修
で
作
成
し
ま
し
た
。

筋
力
・
持
久
力
の
向
上
に
期
待

　こ
の
マ
ッ
プ
で
は
、
掛
川
城
や

歴
史
文
化
財
の
あ
る
街
中
を
散
策

す
る
「
歴
史
探
索
！
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
コ
ー
ス
」
、
信
号
が
少
な
く

一
定
の
ペ
ー
ス
で
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
く
「
逆
川
ス
タ
ミ
ナ

コ
ー
ス
」
、
長
い
上
り
坂
・
下
り

坂
が
あ
り
、
歩
き
方
に
工
夫
が
必

要
な
「
坂
道
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ス
」
の
3
つ
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。　リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職

な
ら
で
は
の
、
歩
く
際
の
ポ
イ
ン

ト
も
た
く
さ
ん
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
参
考
に
し
な
が
ら
歩
く
こ
と

で
筋
力
・
持
久
力
の
向
上
が
期
待

で
き
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
き
っ

か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

配
布
先

　長
寿
推
進
課
、
健
康
医
療
課
、 

市
内
5
ふ
く
し
あ

市ホームページ

営業日カレンダー

▲チャレンジBASEなかまち外観

▲交流会イメージ

「
ひ
き
こ
も
り
」
の
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か

問
福
祉
課
（
☎
21-

1
2
1
5
）

人
口
の
1
%
が
ひ
き
こ
も
り

内
閣
府
の
平
成
30
年
生
活
状
況
に
関
す

る
調
査
に
よ
る
と
、
国
内
人
口
1
%
の
方

が
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
内
に
は
ひ
き
こ
も
り
の
方

が
千
人
程
度
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

※

ひ
き
こ
も
り
の
定
義

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
結
果
と
し
て
社
会

的
参
加
（
就
学
、
就
労
、
家
庭
外
で
の

交
流
な
ど
）
を
回
避
し
、
原
則
的
に
は

6
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
家
庭
に
と
ど

ま
り
続
け
て
い
る
状
態
。

掛川駅

中町中町

チャレンジBASE
なかまち

チャレンジBASE
なかまち

連雀西連雀西

至掛川城至掛川城

連雀連雀

中町
パーキング
中町

パーキング

N

市川　真さん
理学療法士
市川　真さん 相澤　渉さん

作業療法士
相澤　渉さん

市内に勤務するリハビリテー
ション職16人が集まり作成しま
した。日々取り組むことで自分の
健康増進につながります。初めの
うちは大変かもしれませんが、周
りの方と一緒に取り組んでみてく
ださい。

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
が
語
る
講
演
会
を
実
施

身
近
な
人
が
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
良
い
か
、
当
事
者

が
ど
ん
な
思
い
な
の
か
分
か
ら
な
い
と
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
「
当
事
者
が
語
る
ひ
き
こ
も
り
」

と
題
し
て
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
経

験
者
が
、
外
か
ら
は
見
え
づ
ら
い
当
事
者

の
思
い
や
、
家
族
や
支
援
者
、
身
近
な
人

に
で
き
る
こ
と
や
考
え
て
ほ
し
い
視
点
に

つ
い
て
話
す
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

「
誰
も
が
生
き
づ
ら
い
」
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、
い
つ
で
も
誰
で
も
ひ
き

こ
も
り
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
誰

も
が
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
社
会
づ
く
り

の
た
め
に
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　9
月
10
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分

会
場
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
御
所
原
）

登
壇
者
　下
の
「
講
演
会
登
壇
者
」
を
参
照

参
加
費
　無
料

定
員
　3
0
0
人
（
申
込
順
）

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
参
加
も
可

対
象
者
　ひ
き
こ
も
り
当
事
者
、
家
族
、
支 

援
者
、
関
心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も

申
込
方
法
　電
話
、メ
ー
ル 

（fukusi@
city.kakegawa.

　shizuoka.jp

）
ま
た

は
申
込
フ
ォ
ー
ム

申
込
締
め
切
り

電
話
、
メ
ー
ル
　9
月
8
日
㈭
午
後
5
時

申
込
フ
ォ
ー
ム
　9
月
9
日
㈮
午
後
5
時

講
演
後
に
は
交
流
会
を
開
催

講
演
会
終
了
後
に
交
流
会
を
実
施
し
ま

す
。
時
間
は
1
時
間
程
度
。
途
中
退
出
や

休
憩
は
自
由
で
す
。
講
演
会
終
了
後
に
ス

タ
ッ
フ
が
会
場
に
案
内
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申込フォーム

17
歳
で
対
人
関
係
か
ら
不
安
定
に
。

二
浪
後
に
大
学
で
心
理
学
を
専
攻
す
る

が
、
就
労
で
き
ず
30
年
ひ
き
こ
も
る
。

そ
の
間
に
両
親
の
自
己
破
産
や
父
親
の

死
を
経
験
。
40
歳
で
地
元
行
政
の
ひ
き

こ
も
り
支
援
に
参
加
し
、
居
場
所
の
利

用
や
中
間
的
就
労
で
上
向
く
。
50
歳
で

発
達
障
害
の
診
断
を
受
け
る
。
現
在
は

障
が
い
者
支
援
A
型
事
業
所
で
就
労
の

か
た
わ
ら
、
当
事
者
仲
間
へ
情
報
提
供

す
る
手
作
り
新
聞
や
、
体
験
談
を
語
る

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人
ひ
き
こ
も
り
U
X
会

議
共
同
代
表
理
事
。
高
校
2
年
で
不
登

校
、
20
代
半
ば
で
ひ
き
こ
も
り
を
経
験

す
る
。
平
成
24
年
か
ら
当
事
者
発
信
を

開
始
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
講
演
、
研

修
会
の
講
師
な
ど
の
当
事
者
活
動
を
し

て
い
る
。

講
演
会
登
壇
者

橋本　太さん林　恭子さん

営
業
日
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

掛川東病院
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本
格
出
店
へ
の
足
が
か
り
に

市
は
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創

出
や
空
き
店
舗
の
活
用
を
図
る
た

め
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
B
A
S
E
な
か

ま
ち
」
を
始
動
し
ま
し
た
。
将

来
、
市
内
に
出
店
を
希
望
す
る
方

へ
期
間
限
定
で
貸
し
出
し
、
本
格

出
店
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
活
用

し
て
も
ら
い
ま
す
。

第
1
期
出
店
店
舗（
〜
12
月
31
日
）

◆
神
さ
ま
ア
ロ
マ

希
少
な
天
然
精
油
を
使
用
。
神 

社
の
神
様
を
モ
チ
ー
フ
に
専
属 

調
香
師
が
調
合
。
体
に
も
心
に 

も
優
し
い
ア
ロ
マ
の
製
造
販
売
。

◆
は
ぴ
き
ゃ
り
ク
リ
エ
イ
ト

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
コ
ー
チ
ン
グ
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
ト
な
ど
の
ス
キ
ル
を
生
か

し
て
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
相

談
室
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

◆
N
O
N
c
o
c
o
C
u
r
r
y

（
ノ
ン
コ
コ
カ
レ
ー
）

華
や
か
な
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
と 

コ
ー
ヒ
ー
の
販
売
。

自
習
や
テ
レ
ワ
ー
ク
で
活
用
を

店
舗
内
に
は
、
誰
で
も
利
用
で

き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

フ
リ
ー
W
i
-F
i
や
エ
ア
コ
ン

を
完
備
し
て
い
ま
す
。
飲
食
の
持

ち
込
み
も
自
由
で
、
自
習
や
テ
レ

ワ
ー
ク
、
ち
ょ
っ
と
し
た
休
憩
な

ど
、
自
由
に
活
用
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ャレンジBASEオープン

康ウォーキングマップ完成

3店舗出店、フリースペースも利用できますチチ問都市政策課
  （☎21-1152）

楽しみながら歩いて健康づくり健
Information

問 長寿推進課
　（☎21-1142）

か
け
が
わ
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
推
進
の
た
め
、
歩
く
だ

け
で
健
康
に
な
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
職
（
理
学
療
法
士
・
作
業
療

法
士
）
監
修
で
作
成
し
ま
し
た
。

筋
力
・
持
久
力
の
向
上
に
期
待

　こ
の
マ
ッ
プ
で
は
、
掛
川
城
や

歴
史
文
化
財
の
あ
る
街
中
を
散
策

す
る
「
歴
史
探
索
！
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
コ
ー
ス
」
、
信
号
が
少
な
く

一
定
の
ペ
ー
ス
で
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
く
「
逆
川
ス
タ
ミ
ナ

コ
ー
ス
」
、
長
い
上
り
坂
・
下
り

坂
が
あ
り
、
歩
き
方
に
工
夫
が
必

要
な
「
坂
道
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ス
」
の
3
つ
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。　リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職

な
ら
で
は
の
、
歩
く
際
の
ポ
イ
ン

ト
も
た
く
さ
ん
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
参
考
に
し
な
が
ら
歩
く
こ
と

で
筋
力
・
持
久
力
の
向
上
が
期
待

で
き
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
き
っ

か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

配
布
先

　長
寿
推
進
課
、
健
康
医
療
課
、 

市
内
5
ふ
く
し
あ

市ホームページ

営業日カレンダー

▲チャレンジBASEなかまち外観

▲交流会イメージ

「
ひ
き
こ
も
り
」
の
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か

問
福
祉
課
（
☎
21-

1
2
1
5
）

人
口
の
1
%
が
ひ
き
こ
も
り

内
閣
府
の
平
成
30
年
生
活
状
況
に
関
す

る
調
査
に
よ
る
と
、
国
内
人
口
1
%
の
方

が
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
内
に
は
ひ
き
こ
も
り
の
方

が
千
人
程
度
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

※

ひ
き
こ
も
り
の
定
義

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
結
果
と
し
て
社
会

的
参
加
（
就
学
、
就
労
、
家
庭
外
で
の

交
流
な
ど
）
を
回
避
し
、
原
則
的
に
は

6
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
家
庭
に
と
ど

ま
り
続
け
て
い
る
状
態
。

掛川駅

中町中町

チャレンジBASE
なかまち

チャレンジBASE
なかまち

連雀西連雀西

至掛川城至掛川城

連雀連雀

中町
パーキング
中町

パーキング

N

市川　真さん
理学療法士
市川　真さん 相澤　渉さん

作業療法士
相澤　渉さん

市内に勤務するリハビリテー
ション職16人が集まり作成しま
した。日々取り組むことで自分の
健康増進につながります。初めの
うちは大変かもしれませんが、周
りの方と一緒に取り組んでみてく
ださい。

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
が
語
る
講
演
会
を
実
施

身
近
な
人
が
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
良
い
か
、
当
事
者

が
ど
ん
な
思
い
な
の
か
分
か
ら
な
い
と
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
「
当
事
者
が
語
る
ひ
き
こ
も
り
」

と
題
し
て
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
経

験
者
が
、
外
か
ら
は
見
え
づ
ら
い
当
事
者

の
思
い
や
、
家
族
や
支
援
者
、
身
近
な
人

に
で
き
る
こ
と
や
考
え
て
ほ
し
い
視
点
に

つ
い
て
話
す
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

「
誰
も
が
生
き
づ
ら
い
」
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、
い
つ
で
も
誰
で
も
ひ
き

こ
も
り
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
誰

も
が
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
社
会
づ
く
り

の
た
め
に
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　9
月
10
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分

会
場
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
御
所
原
）

登
壇
者
　下
の
「
講
演
会
登
壇
者
」
を
参
照

参
加
費
　無
料

定
員
　3
0
0
人
（
申
込
順
）

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
参
加
も
可

対
象
者
　ひ
き
こ
も
り
当
事
者
、
家
族
、
支 

援
者
、
関
心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も

申
込
方
法
　電
話
、メ
ー
ル 

（fukusi@
city.kakegawa.

　shizuoka.jp

）
ま
た

は
申
込
フ
ォ
ー
ム

申
込
締
め
切
り

電
話
、
メ
ー
ル
　9
月
8
日
㈭
午
後
5
時

申
込
フ
ォ
ー
ム
　9
月
9
日
㈮
午
後
5
時

講
演
後
に
は
交
流
会
を
開
催

講
演
会
終
了
後
に
交
流
会
を
実
施
し
ま

す
。
時
間
は
1
時
間
程
度
。
途
中
退
出
や

休
憩
は
自
由
で
す
。
講
演
会
終
了
後
に
ス

タ
ッ
フ
が
会
場
に
案
内
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申込フォーム

17
歳
で
対
人
関
係
か
ら
不
安
定
に
。

二
浪
後
に
大
学
で
心
理
学
を
専
攻
す
る

が
、
就
労
で
き
ず
30
年
ひ
き
こ
も
る
。

そ
の
間
に
両
親
の
自
己
破
産
や
父
親
の

死
を
経
験
。
40
歳
で
地
元
行
政
の
ひ
き

こ
も
り
支
援
に
参
加
し
、
居
場
所
の
利

用
や
中
間
的
就
労
で
上
向
く
。
50
歳
で

発
達
障
害
の
診
断
を
受
け
る
。
現
在
は

障
が
い
者
支
援
A
型
事
業
所
で
就
労
の

か
た
わ
ら
、
当
事
者
仲
間
へ
情
報
提
供

す
る
手
作
り
新
聞
や
、
体
験
談
を
語
る

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人
ひ
き
こ
も
り
U
X
会

議
共
同
代
表
理
事
。
高
校
2
年
で
不
登

校
、
20
代
半
ば
で
ひ
き
こ
も
り
を
経
験

す
る
。
平
成
24
年
か
ら
当
事
者
発
信
を

開
始
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
講
演
、
研

修
会
の
講
師
な
ど
の
当
事
者
活
動
を
し

て
い
る
。

講
演
会
登
壇
者

橋本　太さん林　恭子さん

営
業
日
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

掛川東病院
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月4日（日）は総合防災訓練
自助の力を高め、共助で支え合う9

子育てに優しい事業所認定
子育て・仕事の両立に取り組む企業を応援

Information

問 危機管理課
　（☎21-1131）

　
市
で
は
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

に
取
り
組
む
企
業
を
「
子
育
て
に

優
し
い
事
業
所
」
と
し
て
認
定
し

て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
は
新
た

に
K
O
D
O
M
O
L
O
G
Y
株
式

会
社
、
N
E
C
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ズ
株
式
会
社
、
ス
ル
ガ
銀
行
株

式
会
社
掛
川
支
店
の
3
社
を
認
定

し
ま
し
た
。
現
在
は
38
社
が
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
認
定
後
は
認
定
証
や
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
交
付
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
事
業
所
名
掲
載
や
、
積
極
的

な
取
り
組
み
の
紹
介
な
ど
を
行
い
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

一
層
の
発
展
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
自
社
の

名
刺
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
・
P
R
効
果
に
も
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
社
内
の
制
度
整

備
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
無
料
の
事
業
所
訪
問
、

電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
過
去

に
認
定
を
受
け
た
事
業
所
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
避
難
生
活

多
く
の
方
が
集
ま
る
避
難
所
で

は
、
感
染
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
ほ

か
、
顔
見
知
り
で
な
い
方
が
多
く
、

心
身
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

在
宅
避
難
の
ほ
か
、
親
戚
や
知
人

宅
な
ど
へ
の
縁
故
避
難
を
中
心
に
、

避
難
所
以
外
の
避
難
生
活
を
優
先

的
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
車
中

泊
や
テ
ン
ト
泊
で
の
生
活
も
選
択

肢
の
一
つ
で
す
。

広
域
避
難
所
で
は
、
避
難
所
の

感
染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
、
各
避
難
所
の
実
情
に
合
わ

せ
て
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
、
感

染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
広
域
避
難

所
の
運
営
訓
練
を
複
数
の
自
主
防

災
会
が
協
力
し
て
実
施
し
ま
す
。

訓
練
参
加
と
家
庭
の
備
え
の
見
直

し
を

　
日
頃
か
ら
の
地
域
住
民
の
つ
な

が
り
が
、
災
害
時
に
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。
積
極
的
に
訓
練
に
参

加
し
、
地
域
で
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
非
常
用
持
ち
出
し
品
に
は
感
染

症
対
策
の
た
め
、
体
温
計
や
マ
ス

ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
シ
ー
ト
な

ど
の
感
染
防
止
品
を
加
え
て
、
家

族
構
成
に
応
じ
た
必
要
な
も
の
を

用
意
し
、
保
存
状
態
や
使
用
期
限

な
ど
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

避
難
情
報
の
変
更

昨
年
、
災
害
対
策
基
本
法
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
避
難
勧
告
を
廃

止
し
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
を
「
避
難

指
示
」
に
一
本
化
。
発
令
さ
れ
た

と
き
に
、
危
険
な
場
所
に
い
る
方

は
必
ず
全
員
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
で
は
「
高

齢
者
等
」
以
外
の
方
も
避
難
の
準

備
や
自
主
的
な
避
難
を
し
ま
し
ょ

う
。防

災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
防
災
動

画
を
活
用
し
て
、
避
難
の
タ
イ
ミ

ン
グ
と
安
全
な
場
所
や
経
路
な
ど

の
確
認
を
行
い
、
「
家
庭
の
避
難

計
画
」
の
作
成
や
見
直
し
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

令
和
４
年
度
の
募
集
案
内

　
「
子
育
て
に
優
し
い
事
業

所
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

認
定
要
件

①
子
育
て
に
関
す
る
支
援
制
度  

が
整
備
さ
れ
て
い
る

②
子
育
て
に
関
す
る
支
援
制
度  

を
利
用
し
や
す
い
職
場
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る

③
職
場
環
境
の
改
善
を
推
進
し  

て
い
る

④
申
請
時
に
掛
川
市
内
に
住
所  

を
有
し
て
い
る

⑤
市
税
の
滞
納
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

募
集
期
限
　
12
月
23
日
㈮

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
書
類

　
を
市
役
所
1
階
こ
ど
も
政
策

　
課
へ
提
出

申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

訓
練
の
た
め
、
午
前
9
時
ご
ろ

か
ら
緊
急
地
震
速
報
や
大
津
波

警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市ホームページ市ホームページ市ホームページ

▲ロゴマーク▲ロゴマーク▲ロゴマーク

防災ガイドブック防災ガイドブック防災ガイドブック

防災動画防災動画防災動画

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

8/16（火）10：00～17：00
市役所4階会議室

結婚を希望す
る20歳以上
の独身の方や
その保護者
相談無料(登
録は有料)

ふじのくに出会いサ
ポートセンター出張登
録・相談会
　　ふじのくに出会い
サポートセンター
（☎054-252-3080）
※県委託事業

ふじのくに出会いサポートセンターでは、県内各所で
出張登録・相談会を実施しています。登録を希望する
方や迷っている方、保護者からの相談にも対応しま
す。安心してご利用ください。
　8/15（月）17：00までにセンターホームページ
（https：//www.shizuoka-msc.jp/torokukai）

8/21（日）10：00～15：30
吉岡彌生記念館（下土方）

どなたでも
入館無料

県民の日協賛
夏のイベントデー
　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

記念館ボランティアによるおもてなしイベント。館内
案内、スタンプラリー、バルーンアート、救命救急体
験、ヨーヨー釣りなど、親子で楽しめます。
　直接会場へ

8/21（日）10：00～12：00
（受付9：30～）
中央図書館（掛川）

どなたでも
30人
参加無料

創業支援セミナー　　
　　産業労働政策課
（☎21-1125・FAX21-1212）
sangyo@city.kakegawa.
shizuoka.jp

「スモールビジネスのはじめかた」講師は（株）あらま
ほしの戸田佑也さん。スモールビジネスを立ち上げ
る際の考え方・戦略とその成功・失敗例について、自
身の創業経験を交えて話をするとともに、現在にお
ける有効な情報発信、Eコマースの始め方について
紹介します。
　電話、FAXまたはメール（氏名、年齢、住所、電話番
号、職業を明記）（申込順）

8/25（木）10：00～11：00
中部ふくしあ（杉谷南）

どなたでも
30人
参加無料

発達凸凹理解講座
「いっしょに学ぼう！
発達でこぼこのこと」
　　発達相談支援セン
ターのびる～む
（☎・FAX28-8017）
houcare@city.kakegawa.
shizuoka.jp

発達障がいの基本的な知識を一緒に学びます。今回
は、健康への幅広いニーズに対応し、誰もが安全に、
身近に、楽しく健康づくりを学ぶことを目的に活動し
ている『おもしろ健康教育研究所』の先生方の、分か
りやすい講座です。
　8/18（木）までに、電話、FAXまたはメール（氏名、
住所、電話番号を明記）（申込順）

8/26（金）・27（土）
10：00～16：00（2日間）
小崎葛布工芸（城下）

高校生以上
5人
3,000円
（材料費・保険
料）

葛布織体験教室
　　中東遠タスクフォー
スセンター（☎23-4675・
FAX26-9088）
　産業労働政策課
（☎21-1125）

自然繁茂している葛から原料の繊維を取り出し、市
の伝統産業である葛布でテーブルセンターを織って
みませんか。作品は持ち帰りできます。
　電話またはFAX（氏名、住所、電話番号を明記）（申
込順）

①8/31（水）13：30～14：30
②9/14（水）13：30～14：30
徳育保健センター（御所原）
③10/18（火）13：30～15：00
中央図書館（掛川）
④10/26（水）13：30～15：00
大東図書館（大坂）
※③,④はどちらかに参加

市内在住の方
20人
受講無料

認知症サポーター
ステップアップ講座（全3回）
　　長寿推進課（☎21-1142）
choju@city.kakegawa.
shizuoka.jp

認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせ
るまちづくりを目指すため、認知症を正しく理解し、
行政とともに認知症事業を行っていただける方の養
成を進めています。①認知症当事者の声を聞き、地
域活動につなげよう②認知症になっても地域で暮ら
していくヒントを学ぼう③④認知症カフェ
を体験してみよう
　電話、メールまたは電子申請（申込順）

9/3（土）10：00～12：00
中東遠総合医療センター
3階大会議室（菖蒲ヶ池）

どなたでも
100人
受講無料

第37回医療市民講座
　　中東遠総合医療セ
ンター経営戦略室
（☎21-5555・FAX28-8971）

①新型コロナウイルス感染症の今～わかりやすく徹
底解説～」総合内科総括診療部長伊藤裕司医師②
「これがコロナ後遺症だ！～傾向と対策～」総合内科
部長大瀬綾子医師③「もう一度学ぶ感染対策」斎藤
ちはる感染管理認定看護師
　8/15（月）～9/2（金）に電話、FAX（住所、氏名、年
齢、電話番号を明記）または病院ホームページ申込
フォーム（申込順）

9/4（日）14：00～15：00
大須賀中央公民館（西
大渕）

どなたでも
参加無料

おはなし会「小川雅子さ
んに聞いてみよう！あん
なこと、こんなこと」
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

掛川生まれ掛川育ちの児童文学作家、小川雅子さん
を囲んで、自由にお話しましょう。人生を肯定し、夢
やあこがれを育て、生きる力そのものを育んでくれる
児童書の世界に触れてみませんか。
　直接会場へ

9/4（日）・17（土）
9：30～、10：30～、
11：30～
中央図書館（掛川）

市内在住また
は在勤（在学）
の方
3人
相談無料

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に応
じます。※オンラインでの相談も応じます（メールアド
レス、インターネット環境が必要です）。
　電話（申込順）

問こども政策課
　（☎21-1211）
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月4日（日）は総合防災訓練
自助の力を高め、共助で支え合う9

子育てに優しい事業所認定
子育て・仕事の両立に取り組む企業を応援

Information

問 危機管理課
　（☎21-1131）

　
市
で
は
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

に
取
り
組
む
企
業
を
「
子
育
て
に

優
し
い
事
業
所
」
と
し
て
認
定
し

て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
は
新
た

に
K
O
D
O
M
O
L
O
G
Y
株
式

会
社
、
N
E
C
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ズ
株
式
会
社
、
ス
ル
ガ
銀
行
株

式
会
社
掛
川
支
店
の
3
社
を
認
定

し
ま
し
た
。
現
在
は
38
社
が
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
認
定
後
は
認
定
証
や
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
交
付
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
事
業
所
名
掲
載
や
、
積
極
的

な
取
り
組
み
の
紹
介
な
ど
を
行
い
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

一
層
の
発
展
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
自
社
の

名
刺
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
・
P
R
効
果
に
も
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
社
内
の
制
度
整

備
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
無
料
の
事
業
所
訪
問
、

電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
過
去

に
認
定
を
受
け
た
事
業
所
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
避
難
生
活

多
く
の
方
が
集
ま
る
避
難
所
で

は
、
感
染
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
ほ

か
、
顔
見
知
り
で
な
い
方
が
多
く
、

心
身
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

在
宅
避
難
の
ほ
か
、
親
戚
や
知
人

宅
な
ど
へ
の
縁
故
避
難
を
中
心
に
、

避
難
所
以
外
の
避
難
生
活
を
優
先

的
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
車
中

泊
や
テ
ン
ト
泊
で
の
生
活
も
選
択

肢
の
一
つ
で
す
。

広
域
避
難
所
で
は
、
避
難
所
の

感
染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
、
各
避
難
所
の
実
情
に
合
わ

せ
て
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
、
感

染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
広
域
避
難

所
の
運
営
訓
練
を
複
数
の
自
主
防

災
会
が
協
力
し
て
実
施
し
ま
す
。

訓
練
参
加
と
家
庭
の
備
え
の
見
直

し
を

　
日
頃
か
ら
の
地
域
住
民
の
つ
な

が
り
が
、
災
害
時
に
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。
積
極
的
に
訓
練
に
参

加
し
、
地
域
で
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
非
常
用
持
ち
出
し
品
に
は
感
染

症
対
策
の
た
め
、
体
温
計
や
マ
ス

ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
シ
ー
ト
な

ど
の
感
染
防
止
品
を
加
え
て
、
家

族
構
成
に
応
じ
た
必
要
な
も
の
を

用
意
し
、
保
存
状
態
や
使
用
期
限

な
ど
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

避
難
情
報
の
変
更

昨
年
、
災
害
対
策
基
本
法
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
避
難
勧
告
を
廃

止
し
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
を
「
避
難

指
示
」
に
一
本
化
。
発
令
さ
れ
た

と
き
に
、
危
険
な
場
所
に
い
る
方

は
必
ず
全
員
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
で
は
「
高

齢
者
等
」
以
外
の
方
も
避
難
の
準

備
や
自
主
的
な
避
難
を
し
ま
し
ょ

う
。防

災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
防
災
動

画
を
活
用
し
て
、
避
難
の
タ
イ
ミ

ン
グ
と
安
全
な
場
所
や
経
路
な
ど

の
確
認
を
行
い
、
「
家
庭
の
避
難

計
画
」
の
作
成
や
見
直
し
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

令
和
４
年
度
の
募
集
案
内

　
「
子
育
て
に
優
し
い
事
業

所
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

認
定
要
件

①
子
育
て
に
関
す
る
支
援
制
度  

が
整
備
さ
れ
て
い
る

②
子
育
て
に
関
す
る
支
援
制
度  

を
利
用
し
や
す
い
職
場
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る

③
職
場
環
境
の
改
善
を
推
進
し  

て
い
る

④
申
請
時
に
掛
川
市
内
に
住
所  

を
有
し
て
い
る

⑤
市
税
の
滞
納
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

募
集
期
限
　
12
月
23
日
㈮

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
書
類

　
を
市
役
所
1
階
こ
ど
も
政
策

　
課
へ
提
出

申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

訓
練
の
た
め
、
午
前
9
時
ご
ろ

か
ら
緊
急
地
震
速
報
や
大
津
波

警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市ホームページ市ホームページ市ホームページ

▲ロゴマーク▲ロゴマーク▲ロゴマーク

防災ガイドブック防災ガイドブック防災ガイドブック

防災動画防災動画防災動画

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

8/16（火）10：00～17：00
市役所4階会議室

結婚を希望す
る20歳以上
の独身の方や
その保護者
相談無料(登
録は有料)

ふじのくに出会いサ
ポートセンター出張登
録・相談会
　　ふじのくに出会い
サポートセンター
（☎054-252-3080）
※県委託事業

ふじのくに出会いサポートセンターでは、県内各所で
出張登録・相談会を実施しています。登録を希望する
方や迷っている方、保護者からの相談にも対応しま
す。安心してご利用ください。
　8/15（月）17：00までにセンターホームページ
（https：//www.shizuoka-msc.jp/torokukai）

8/21（日）10：00～15：30
吉岡彌生記念館（下土方）

どなたでも
入館無料

県民の日協賛
夏のイベントデー
　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

記念館ボランティアによるおもてなしイベント。館内
案内、スタンプラリー、バルーンアート、救命救急体
験、ヨーヨー釣りなど、親子で楽しめます。
　直接会場へ

8/21（日）10：00～12：00
（受付9：30～）
中央図書館（掛川）

どなたでも
30人
参加無料

創業支援セミナー　　
　　産業労働政策課
（☎21-1125・FAX21-1212）
sangyo@city.kakegawa.
shizuoka.jp

「スモールビジネスのはじめかた」講師は（株）あらま
ほしの戸田佑也さん。スモールビジネスを立ち上げ
る際の考え方・戦略とその成功・失敗例について、自
身の創業経験を交えて話をするとともに、現在にお
ける有効な情報発信、Eコマースの始め方について
紹介します。
　電話、FAXまたはメール（氏名、年齢、住所、電話番
号、職業を明記）（申込順）

8/25（木）10：00～11：00
中部ふくしあ（杉谷南）

どなたでも
30人
参加無料

発達凸凹理解講座
「いっしょに学ぼう！
発達でこぼこのこと」
　　発達相談支援セン
ターのびる～む
（☎・FAX28-8017）
houcare@city.kakegawa.
shizuoka.jp

発達障がいの基本的な知識を一緒に学びます。今回
は、健康への幅広いニーズに対応し、誰もが安全に、
身近に、楽しく健康づくりを学ぶことを目的に活動し
ている『おもしろ健康教育研究所』の先生方の、分か
りやすい講座です。
　8/18（木）までに、電話、FAXまたはメール（氏名、
住所、電話番号を明記）（申込順）

8/26（金）・27（土）
10：00～16：00（2日間）
小崎葛布工芸（城下）

高校生以上
5人
3,000円
（材料費・保険
料）

葛布織体験教室
　　中東遠タスクフォー
スセンター（☎23-4675・
FAX26-9088）
　産業労働政策課
（☎21-1125）

自然繁茂している葛から原料の繊維を取り出し、市
の伝統産業である葛布でテーブルセンターを織って
みませんか。作品は持ち帰りできます。
　電話またはFAX（氏名、住所、電話番号を明記）（申
込順）

①8/31（水）13：30～14：30
②9/14（水）13：30～14：30
徳育保健センター（御所原）
③10/18（火）13：30～15：00
中央図書館（掛川）
④10/26（水）13：30～15：00
大東図書館（大坂）
※③,④はどちらかに参加

市内在住の方
20人
受講無料

認知症サポーター
ステップアップ講座（全3回）
　　長寿推進課（☎21-1142）
choju@city.kakegawa.
shizuoka.jp

認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせ
るまちづくりを目指すため、認知症を正しく理解し、
行政とともに認知症事業を行っていただける方の養
成を進めています。①認知症当事者の声を聞き、地
域活動につなげよう②認知症になっても地域で暮ら
していくヒントを学ぼう③④認知症カフェ
を体験してみよう
　電話、メールまたは電子申請（申込順）

9/3（土）10：00～12：00
中東遠総合医療センター
3階大会議室（菖蒲ヶ池）

どなたでも
100人
受講無料

第37回医療市民講座
　　中東遠総合医療セ
ンター経営戦略室
（☎21-5555・FAX28-8971）

①新型コロナウイルス感染症の今～わかりやすく徹
底解説～」総合内科総括診療部長伊藤裕司医師②
「これがコロナ後遺症だ！～傾向と対策～」総合内科
部長大瀬綾子医師③「もう一度学ぶ感染対策」斎藤
ちはる感染管理認定看護師
　8/15（月）～9/2（金）に電話、FAX（住所、氏名、年
齢、電話番号を明記）または病院ホームページ申込
フォーム（申込順）

9/4（日）14：00～15：00
大須賀中央公民館（西
大渕）

どなたでも
参加無料

おはなし会「小川雅子さ
んに聞いてみよう！あん
なこと、こんなこと」
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

掛川生まれ掛川育ちの児童文学作家、小川雅子さん
を囲んで、自由にお話しましょう。人生を肯定し、夢
やあこがれを育て、生きる力そのものを育んでくれる
児童書の世界に触れてみませんか。
　直接会場へ

9/4（日）・17（土）
9：30～、10：30～、
11：30～
中央図書館（掛川）

市内在住また
は在勤（在学）
の方
3人
相談無料

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に応
じます。※オンラインでの相談も応じます（メールアド
レス、インターネット環境が必要です）。
　電話（申込順）

問こども政策課
　（☎21-1211）
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★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
や
お
知
ら
せ
・
募
集
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料
①8/18（木）～20（土）
9：00～17：00
②8/21（日）9：00～15：00
中央図書館（掛川）

どなたでも
入場無料

沖縄戦の記録写真、パネル・戦時物品展示、
戦争記録映画上映を行います。
掛川市周辺の戦争遺跡写真
　直接会場へ

非核平和都市平和宣言
第12回平和展
　掛川市勤労者協議会
（☎22-3401）

8/20（土）～28（日）
9:00～17：00
大東図書館（大坂）

どなたでも
入場無料

どなたでも
入場無料

50点の写真を展示します。
　直接会場へ

三井シニアクラブ写遊会
第3回写真展
　福住（☎72-2744）

8/21（日）9：30～11：30
文化会館シオーネ（大坂）

小学生
15人
1,000円/人

ドラムパフォーマンス&おもしろ楽器体験。
講師は平松浩一郎先生です。
　電話

キッズパーカッションワーク
ショップ
　なみなみコンサート実行委員会
水野（☎090-2770-1766）

8/26（金）～30（火）9：00～
17:00（初日は13：00～、最
終日は16：00まで）
生涯学習センター（御所原）

水彩画クラブ9人の作品展示です。
一緒に水彩画を楽しむ仲間も募集しています。
　電話

第12回掛川水彩画クラブ
作品展
　中山（☎090-5877-1754）

9/7・21の水曜日
10：00～10：45
つくし会館（長谷）

生後6か月～3歳
児とその保護者
15組
300円/回

オーストラリア出身の先生と英語の歌を歌っ
たり、ダンスを踊ったりして楽しみます。
　電話（申込順）

親子英会話
　オディロマー聡子
（☎070-1630-3777）

9/8・15・22・29、10/6・13・20
の木曜日9：30～
城北ふれあいセンター（城北）

1歳児の親子
参加無料

親子で音楽の楽しさを感じながらリズム感・
音感・集中力を身に付けましょう。
知育やうた絵本制作も行います。
　電話

虹の音1歳児親子リトミック
体験見学会
　佐藤（☎090-7959-3553）

9/15(木)まで
一般300円
(参加費)
小・中・高校
生無料

指定写真を見て俳句を作ってみませんか。
入賞作品は表彰を行います。
　高久書店・とうもんの里・永福寺へ持参

高久書店ほんわか俳句大会
「この写真で一句」作品募集
　三宅（☎090-4119-6270）

9/17（土）10：30～12：20
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
参加無料

若宮正子さんが心豊かな人生の提案をしま
す。
　電話

講演「人生にもう遅いはない」
　ライフサポートセンター
（☎053-466-6307）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

9/23（金・祝）
13：30～15：30
大須賀中央公民館（西
大渕）

3歳以上100人
（小学生以下
保護者同伴）
200円/人

講演&体験イベント
「どうぶつしょうぎ」のす
すめ
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

頭を使って楽しく遊べる「どうぶつしょうぎ」インスト
ラクター髙橋香代さんから体験談や将棋にまつわる
お話を聞き、実際にペア対戦を楽しみましょう。
　8/13（土）～9/11（日）に電話または来館（申込順・
月曜休館）

①9/6（火）、②9/20（火）、
③10/5（水）、④10/18
（火）、⑤11/1（火）、⑥
11/15（火）、⑦11/29
（火）13：30～15：00
①～③市役所4階会議
室、④～⑦西郷みらい館
（上西郷）

おおむね65歳
以上の市内在
住の方
20人
参加無料

茶ちゃっとサポート隊
（介護予防推進員）育成
講座（全7回）
　　長寿推進課（☎21-1142）
choju@city.kakegawa.
shizuoka.jp

介護予防に取り組むボランティアを目指す講座で
す。※事前に動画視聴①介護予防推進員について
学ぼう②茶ちゃっとサポート隊の活動紹介③ボラン
ティア活動の心構え④身体の動きについて知ろう⑤
筋ちゃん体操をやってみよう⑥筋ちゃん体操を練習
しよう⑦筋ちゃん体操を実践しよう
　電話、メールまたは電子申請（申込順・全
日程参加可能な方優先）

①10/12（水）・13（木）
②12/7（水）・8（木）
①か②のいずれか
9：20～16：00
市消防本部3階（掛川）

市内で防火管
理者に選任予
定の方など
各回30人
3,750円
（テキスト代）

甲種防火管理新規講習
　　消防本部予防課
（☎21-6104）

令和4年度の甲種防火管理新規講習です。
持ち物　筆記用具、受講票、昼食
　9/6（火）～16（金）に所定の申込用紙、顔写真1枚
（縦3㌢×横2.4㌢）を持って直接申込（申込用紙は申
込期間内に予防課で取得）

10/18（火）、11/23（水・
祝）、12/22（木）・23（金）
9：30～16：30
文化会館シオーネ（大坂）

どなたでも
（中学生以下
保護者同伴）
1区分60分
1,500円/区分

大ホールでフルコンサー
トピアノを弾こう！
　　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

反響板を組んだ大ホールの舞台でフルコンサートピ
アノ「ヤマハ CFⅢS」を独り占めして思う存分弾いて
みませんか。
　8/16（火）9：00～電話または来館（受付17：00ま
で・月曜休館）。予約後窓口で料金前払い

市役所、支所、市指定金融機
関、コンビニエンスストアで納付
できます。口座振替の方は口座
残高をご確認ください。
※バーコード付き納付書の方は
PayPay、LINE Payでも納付で
きます。

※今年度から通常の納付書でも
郵便局、ゆうちょ銀行で納付が
可能になりました。

納期限は9月5日（月）
　納税課（☎21-1206）

納期限情報
納税は口座振替が便利です

市県民税第2期・
国民健康保険税第2期

国民健康保険税・後期高齢者
医療保険料の減免

　国保年金課（☎21-1143）

詳細はホームページまたは納税通
知書同封のチラシをご覧ください。
対象者　市の国民健康保険または後
期高齢者医療保険の加入者で、新
型コロナウイルスの影響を受け、次
のいずれかに該当する方

　①主たる生計維持者が死亡または
重篤な傷病を負った世帯の方

　②主たる生計維持者の令和4年の
収入（事業、山林、不動産、給与）が
昨年の収入に比べ3割以上の減収
が見込まれる方など
対象期間　令和4年4月～令和5年3
月末の間に納期限が設定されてい
るもの
申請方法 申請書に必要書類を添付
し、郵送（〒436-8650長谷1-1-1）
または市役所2階国保年金課、大東
支所、大須賀支所窓口へ直接提出
申請期限　令和5年3月31日（金）

低所得の子育て世帯に
対する給付金

　こども希望課（☎21-1144）

低所得の子育て世帯を支援するた
め、児童1人あたり5万円を支給しま
す。
【ひとり親世帯の方】
　広報7月号お知らせ欄または市ホー
ムページをご確認ください。
【ひとり親世帯の給付金を受給されな
い世帯の方】
対象児童
　令和4年3月31日時点で18歳未満
の児童（特別児童扶養手当の対象
児童は申請時20歳未満）
支給対象者
①対象児童を養育する父母などで
市から4月分の児童手当を受給して
いる住民税非課税の方(支給済み)
②対象児童を養育する父母などで
住民税非課税の方(要申請)
③令和4年1月1日以降の収入が急
変し、住民税非課税相当の収入と
なった世帯の対象児童を養育する
父母など（要申請）

※①の方は住民税申告（所得の申告）
が必要な場合があります。
申請期限　令和5年2月28日（火）
受付場所　市役所1階こども希望課、
大東ふくしあ、大須賀ふくしあ
 上乗せ給付
ひとり親世帯分または、その他低所

得の子育て世帯分（ひとり親世帯の給
付金を受給されない世帯の方）の給付
金を掛川市から支給された方には児
童１人あたり5万円の上乗せ給付を行
います（申請不要、8月以降に振り込み
予定）。

静岡県市町対抗駅伝
第1回選手選考会

　　掛川市選手団事務局（NPO法人
掛川市スポーツ協会内・☎61-1910）

市代表選手として大会出場を目指
す方、タイムを計ってみたい方など、ど
なたでも気軽に参加できます。直接会
場へお越しください。
とき　8月27日（土）午後6時30分～
（受付は午後6時～）※雨天決行
ところ　浜岡総合運動場（御前崎市）
　※会場を変更する場合があります
実施種目
　一般男子・高校生男子（5,000m）
　一般女子・高校生女子（3,000m）
　4 0歳以上・中学生男子・女子
（3,000 m）
　小学生男子・女子（1,500m）

台風シーズン前にダウンロード
停電情報お知らせサービス
　危機管理課（☎21-1131）
中部電力パワーグリッド
（☎0120-977-230）

近年大型化する台風。毎年、日本各
地で大きな被害が発生しています。
停電発生時に役立つスマートフォン

用無料アプリ「停電情報お知らせサー
ビス」を中部電力パワーグリッドが提
供しています。自宅の地域の停電を
プッシュ通知でお知らせしたり、停電
地域を地図上で表示したりすることが
できます。

「子どもの人権110番」強化週間
　静岡地方法務局（☎054-254-3555）
フリーダイヤル ☎0120-007-110

いじめや体罰、虐待などで悩んでい
る子どもや家族からの相談を受け付
けています。
下記の期間は平日の受け付け時間

を延長するほか、土・日曜日にも相談
に応じます（普段は平日のみ、午後5時
15分まで）。
期間　8月26日（金）～9月1日（木）
時間　午前8時30分～午後7時（土日
は午前10時～午後5時）

児童扶養手当の現況届は
期間内に

　こども希望課（☎21-1144）

令和4年の11月分以降（令和5年1
月支給分から）の児童扶養手当を受給
するための更新手続きをお願いしま
す。該当する方は7月末に送付の書類
を期間内に郵送または下記窓口に提
出してください。
窓口　こども希望課、大東ふくしあ、
大須賀ふくしあ
提出期限　8月31日（水）

iPhone Android

まちづくり協働センターfacebookでは市民活動に関する情報を掲載しています。
掲載を希望する場合は右の二次元コードをご確認ください。
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料
①8/18（木）～20（土）
9：00～17：00
②8/21（日）9：00～15：00
中央図書館（掛川）

どなたでも
入場無料

沖縄戦の記録写真、パネル・戦時物品展示、
戦争記録映画上映を行います。
掛川市周辺の戦争遺跡写真
　直接会場へ

非核平和都市平和宣言
第12回平和展
　掛川市勤労者協議会
（☎22-3401）

8/20（土）～28（日）
9:00～17：00
大東図書館（大坂）

どなたでも
入場無料

どなたでも
入場無料

50点の写真を展示します。
　直接会場へ

三井シニアクラブ写遊会
第3回写真展
　福住（☎72-2744）

8/21（日）9：30～11：30
文化会館シオーネ（大坂）

小学生
15人
1,000円/人

ドラムパフォーマンス&おもしろ楽器体験。
講師は平松浩一郎先生です。
　電話

キッズパーカッションワーク
ショップ
　なみなみコンサート実行委員会
水野（☎090-2770-1766）

8/26（金）～30（火）9：00～
17:00（初日は13：00～、最
終日は16：00まで）
生涯学習センター（御所原）

水彩画クラブ9人の作品展示です。
一緒に水彩画を楽しむ仲間も募集しています。
　電話

第12回掛川水彩画クラブ
作品展
　中山（☎090-5877-1754）

9/7・21の水曜日
10：00～10：45
つくし会館（長谷）

生後6か月～3歳
児とその保護者
15組
300円/回

オーストラリア出身の先生と英語の歌を歌っ
たり、ダンスを踊ったりして楽しみます。
　電話（申込順）

親子英会話
　オディロマー聡子
（☎070-1630-3777）

9/8・15・22・29、10/6・13・20
の木曜日9：30～
城北ふれあいセンター（城北）

1歳児の親子
参加無料

親子で音楽の楽しさを感じながらリズム感・
音感・集中力を身に付けましょう。
知育やうた絵本制作も行います。
　電話

虹の音1歳児親子リトミック
体験見学会
　佐藤（☎090-7959-3553）

9/15(木)まで
一般300円
(参加費)
小・中・高校
生無料

指定写真を見て俳句を作ってみませんか。
入賞作品は表彰を行います。
　高久書店・とうもんの里・永福寺へ持参

高久書店ほんわか俳句大会
「この写真で一句」作品募集
　三宅（☎090-4119-6270）

9/17（土）10：30～12：20
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
参加無料

若宮正子さんが心豊かな人生の提案をしま
す。
　電話

講演「人生にもう遅いはない」
　ライフサポートセンター
（☎053-466-6307）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

9/23（金・祝）
13：30～15：30
大須賀中央公民館（西
大渕）

3歳以上100人
（小学生以下
保護者同伴）
200円/人

講演&体験イベント
「どうぶつしょうぎ」のす
すめ
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

頭を使って楽しく遊べる「どうぶつしょうぎ」インスト
ラクター髙橋香代さんから体験談や将棋にまつわる
お話を聞き、実際にペア対戦を楽しみましょう。
　8/13（土）～9/11（日）に電話または来館（申込順・
月曜休館）

①9/6（火）、②9/20（火）、
③10/5（水）、④10/18
（火）、⑤11/1（火）、⑥
11/15（火）、⑦11/29
（火）13：30～15：00
①～③市役所4階会議
室、④～⑦西郷みらい館
（上西郷）

おおむね65歳
以上の市内在
住の方
20人
参加無料

茶ちゃっとサポート隊
（介護予防推進員）育成
講座（全7回）
　　長寿推進課（☎21-1142）
choju@city.kakegawa.
shizuoka.jp

介護予防に取り組むボランティアを目指す講座で
す。※事前に動画視聴①介護予防推進員について
学ぼう②茶ちゃっとサポート隊の活動紹介③ボラン
ティア活動の心構え④身体の動きについて知ろう⑤
筋ちゃん体操をやってみよう⑥筋ちゃん体操を練習
しよう⑦筋ちゃん体操を実践しよう
　電話、メールまたは電子申請（申込順・全
日程参加可能な方優先）

①10/12（水）・13（木）
②12/7（水）・8（木）
①か②のいずれか
9：20～16：00
市消防本部3階（掛川）

市内で防火管
理者に選任予
定の方など
各回30人
3,750円
（テキスト代）

甲種防火管理新規講習
　　消防本部予防課
（☎21-6104）

令和4年度の甲種防火管理新規講習です。
持ち物　筆記用具、受講票、昼食
　9/6（火）～16（金）に所定の申込用紙、顔写真1枚
（縦3㌢×横2.4㌢）を持って直接申込（申込用紙は申
込期間内に予防課で取得）

10/18（火）、11/23（水・
祝）、12/22（木）・23（金）
9：30～16：30
文化会館シオーネ（大坂）

どなたでも
（中学生以下
保護者同伴）
1区分60分
1,500円/区分

大ホールでフルコンサー
トピアノを弾こう！
　　文化会館シオーネ
（☎72-1234）

反響板を組んだ大ホールの舞台でフルコンサートピ
アノ「ヤマハ CFⅢS」を独り占めして思う存分弾いて
みませんか。
　8/16（火）9：00～電話または来館（受付17：00ま
で・月曜休館）。予約後窓口で料金前払い

市役所、支所、市指定金融機
関、コンビニエンスストアで納付
できます。口座振替の方は口座
残高をご確認ください。
※バーコード付き納付書の方は
PayPay、LINE Payでも納付で
きます。

※今年度から通常の納付書でも
郵便局、ゆうちょ銀行で納付が
可能になりました。

納期限は9月5日（月）
　納税課（☎21-1206）

納期限情報
納税は口座振替が便利です

市県民税第2期・
国民健康保険税第2期

国民健康保険税・後期高齢者
医療保険料の減免

　国保年金課（☎21-1143）

詳細はホームページまたは納税通
知書同封のチラシをご覧ください。
対象者　市の国民健康保険または後
期高齢者医療保険の加入者で、新
型コロナウイルスの影響を受け、次
のいずれかに該当する方

　①主たる生計維持者が死亡または
重篤な傷病を負った世帯の方

　②主たる生計維持者の令和4年の
収入（事業、山林、不動産、給与）が
昨年の収入に比べ3割以上の減収
が見込まれる方など
対象期間　令和4年4月～令和5年3
月末の間に納期限が設定されてい
るもの
申請方法 申請書に必要書類を添付
し、郵送（〒436-8650長谷1-1-1）
または市役所2階国保年金課、大東
支所、大須賀支所窓口へ直接提出
申請期限　令和5年3月31日（金）

低所得の子育て世帯に
対する給付金

　こども希望課（☎21-1144）

低所得の子育て世帯を支援するた
め、児童1人あたり5万円を支給しま
す。
【ひとり親世帯の方】
　広報7月号お知らせ欄または市ホー
ムページをご確認ください。
【ひとり親世帯の給付金を受給されな
い世帯の方】
対象児童
　令和4年3月31日時点で18歳未満
の児童（特別児童扶養手当の対象
児童は申請時20歳未満）
支給対象者
①対象児童を養育する父母などで
市から4月分の児童手当を受給して
いる住民税非課税の方(支給済み)
②対象児童を養育する父母などで
住民税非課税の方(要申請)
③令和4年1月1日以降の収入が急
変し、住民税非課税相当の収入と
なった世帯の対象児童を養育する
父母など（要申請）

※①の方は住民税申告（所得の申告）
が必要な場合があります。
申請期限　令和5年2月28日（火）
受付場所　市役所1階こども希望課、
大東ふくしあ、大須賀ふくしあ
 上乗せ給付
ひとり親世帯分または、その他低所

得の子育て世帯分（ひとり親世帯の給
付金を受給されない世帯の方）の給付
金を掛川市から支給された方には児
童１人あたり5万円の上乗せ給付を行
います（申請不要、8月以降に振り込み
予定）。

静岡県市町対抗駅伝
第1回選手選考会

　　掛川市選手団事務局（NPO法人
掛川市スポーツ協会内・☎61-1910）

市代表選手として大会出場を目指
す方、タイムを計ってみたい方など、ど
なたでも気軽に参加できます。直接会
場へお越しください。
とき　8月27日（土）午後6時30分～
（受付は午後6時～）※雨天決行
ところ　浜岡総合運動場（御前崎市）
　※会場を変更する場合があります
実施種目
　一般男子・高校生男子（5,000m）
　一般女子・高校生女子（3,000m）
　4 0歳以上・中学生男子・女子
（3,000 m）
　小学生男子・女子（1,500m）

台風シーズン前にダウンロード
停電情報お知らせサービス
　危機管理課（☎21-1131）
中部電力パワーグリッド
（☎0120-977-230）

近年大型化する台風。毎年、日本各
地で大きな被害が発生しています。
停電発生時に役立つスマートフォン

用無料アプリ「停電情報お知らせサー
ビス」を中部電力パワーグリッドが提
供しています。自宅の地域の停電を
プッシュ通知でお知らせしたり、停電
地域を地図上で表示したりすることが
できます。

「子どもの人権110番」強化週間
　静岡地方法務局（☎054-254-3555）
フリーダイヤル ☎0120-007-110

いじめや体罰、虐待などで悩んでい
る子どもや家族からの相談を受け付
けています。
下記の期間は平日の受け付け時間

を延長するほか、土・日曜日にも相談
に応じます（普段は平日のみ、午後5時
15分まで）。
期間　8月26日（金）～9月1日（木）
時間　午前8時30分～午後7時（土日
は午前10時～午後5時）

児童扶養手当の現況届は
期間内に

　こども希望課（☎21-1144）

令和4年の11月分以降（令和5年1
月支給分から）の児童扶養手当を受給
するための更新手続きをお願いしま
す。該当する方は7月末に送付の書類
を期間内に郵送または下記窓口に提
出してください。
窓口　こども希望課、大東ふくしあ、
大須賀ふくしあ
提出期限　8月31日（水）

iPhone Android

まちづくり協働センターfacebookでは市民活動に関する情報を掲載しています。
掲載を希望する場合は右の二次元コードをご確認ください。
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カタログポケット
「広報かけがわ」多言語対応　ポルトガル語や英語で読める！聞ける！

■Multilingual version of the “Public Information Magazine of Kakegawa” is now available on a “Digital Book”!
■A versão em português do Informativo de Kakegawa se tornará “Digital Book”!
英

ポ

市公式Facebook市公式Facebook
広報担当が取
材した記事を
中心に更新

市防災メールマガジン市防災メールマガジン
土砂災害警戒情
報や大雨情報な
どメールで受信

子育て情報サイト「かけっこ」子育て情報サイト「かけっこ」
健診・予防接種、イベ
ント、子育てアドバイス
など幅広い情報満載

市公式Twitter市公式Twitter
市のイベント
や防災情報な
どを発信

プレミアム付商品券
取り扱い事業者募集

　産業労働政策課（☎21-1125）

KIC英会話教室参加者募集
　　NPO法人掛川国際交流センター

（☎24-5595）kic@kakegawa-life.com

やさしい英会話や海外文化を学ぶ
教室です。日本人やネイティブの講師
による3つのクラスがあります。
とき　9月13日からの火曜日、9月16
日からの金曜日、10月4日からの火
曜日

ところ　生涯学習センター（御所原）、
大渕農村環境改善センター（大渕）
持ち物　筆記用具、英和辞書または電
子辞書

クラス　KICホームページでご確認く
ださい。
申込方法　8月1日（月）～
　電話またはメール

子育てと仕事の両立を
社会保険労務士が支援
　　静岡県社会保険労務士会磐田支部

（☎050-3566-7127）※市委託事業

子育てと仕事を両立しやすい職場
づくりを進める事業所で、職場環境の
改善方法などにお困りの方はご相談く
ださい。従業員からの相談にも応じま
す。気軽にご相談ください（相談無
料）。

8月のけっトラ市につ
いては、ホームページ
でご確認ください。
　実行委員会（☎61-1151）

8月のけっトラ市につ
いては、ホームページ
でご確認ください。
　実行委員会（☎61-1151）

風水害・地震・津波対策寄付金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）
令和4年7月１日現在の寄付金額

 区分 件数 金額（円）
 個人 2 42,000
 法人 37 20,661,432
 団体 18 694,250
 合計 57  21,397,682
みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードまたは市ホームページ下
部の「注目ページ」からご覧い
ただけます。

あいのうた
短歌コンテストを開催

　　県こども未来課（☎053-452-0555）

子育てのエピソードや恋人との出会
い、家族への思いなどを詠んだ短歌を
募集します。詳細は事務局まで問い合
わせまたはホームページをご確認くだ
さい。
応募資格　どなたでも
募集部門　一般の部、ジュニアの部
（高校生に相当する年齢以下）
選賞（予定）
各部門　最優秀賞1作品、優秀賞2作
品、審査員特別賞2作品、入選15作
品
審査員　俵万智さん（歌人）、 田中章
義さん（歌人）
応募方法　郵便（〒430-0929浜松 
市中区中央二丁目10番1号 浜松青 
色会館5Fあいのうた事務局）、FA 
X（053-452-0681）およびホーム
ページ（https：//ainouta2022.com/）
提出期限　9月30日（金）（当日消印有
効）

東海アクシス看護専門学校
令和5年度社会人入学生募集
　　東海アクシス看護専門学校総務課

（☎0538-43-8111）

学科　看護学科（修業年限3年）
対象　大学・短期大学卒業（見込み）を
含む高卒既卒以上の方
募集人数　若干名
受験資格　①平成3年4月2日以降に 
生まれた方②管内6市町（磐田、掛 
川、袋井、御前崎、菊川、森）に住所
がある方③令和4年3月以前に管内
および隣接する3市（浜松、島田、牧
之原）に所在する高校（通信制の課
程を除く）を卒業した方④合格した
場合、必ず入学する方（併願不可）⑤
卒業後、管内の医療機関に就業す
る意志がある方
出願方法　9月6日（火）～26日（月）  
（午後5時15分必着）に、同校総務
課へ直接または簡易書留で郵送
（〒43 7 - 0 0 3 3袋井市上田町
267-30）
試験日　学科試験・適性検査10月14 
日（金）、面接試験10月21日（金）
試験会場　東海アクシス看護専門学
校（袋井市）
合格発表　11月11日（金）

時代に合わせて進化する調停で
民事や家庭のトラブル解決
　静岡地方裁判所（☎054-251-6241）

話し合いで問題の解決を図る「調
停」は100年前に制度ができてから時
代に合わせて進化してきました。お困
りの際はトラブル解決に役立ててくだ
さい。
家事調停　離婚や相続などの家庭の 
トラブルを扱う家事調停では、電話
のほか今後ウェブ会議を利用して
参加できるようになります。
民事調停　お金の貸し借りなどの民 
事のトラブルを扱う民事調停では、
自然災害や新型コロナなどでロー
ンの支払いに困ったときにも特定調
停で返済の見直しなどを図ることが
できます。また、特許権などの知的
財産権に関する紛争では、非公開の
手続きで迅速で柔軟な解決を図る
知財調停も利用できます。

平日に忙しい女性をサポート
日曜日に乳がん検診が受けられます
　　中東遠総合医療センター人間
ドック・健診センター（☎28-8028）
jms2022@chutoen-hp.shizuoka.jp

とき　10月16日（日）午前8時15分～
正午

ところ　中東遠総合医療センター人
間ドック・健診センター（菖蒲ヶ池）
対象　20歳以上の女性
検査内容　①乳腺エコー3,740円②
3Dマンモグラフィ2方向（トモシンセ
シス）9,900円③3Dマンモグラフィ
2方向（トモシンセシス）+乳腺エコー
13,640円④マンモグラフィ2方向
5,500円⑤マンモグラフィ2方向+
乳腺エコー9,240円

　※女性技師が検査を行います。
　※全て税込み
検査結果　後日郵送（約4週間後）
募集期限　9月9日（金）午後4時30分
募集人数　乳腺エコー50人、マンモ
グラフィ50人程度

　※完全予約制。申込多数のときは抽
　選
申込方法　希望の検査内容、氏名、 生
年月日、年齢、住所、電話番号を電
話またはメール

金融機関からの照会に協力を
　静岡県信用金庫協会（☎054-255-5530）
静岡県銀行協会（☎054-252-0148）

金融機関では、警察などと連携し、
マネー・ローンダリング対策やテロ組
織資金供与対策の一環として、預金口
座などの不正利用防止を目的とした
取り組みを進めています。
氏名や生年月日などの情報の更新

を定期的に行うため、取引先の金融機
関からみなさんへはがきや封書を郵
送します。郵便物を受け取ったら内容
を確認し、回答にご協力ください。書
類に不審な点や不明な点などがある
場合は書類に記載の金融機関にお問
い合わせください。
なお、金融機関の職員が「暗証番号

を尋ねること」、「窓口以外でキャッシュ
カードを預かること」はありません。こ
のような場合は特殊詐欺を疑いましょ
う。

あいのうた一般向け短歌講座
　県こども未来課（☎053-452-0555）

コンテスト開催に先立ち、初心者向
けの短歌講座を開催します。
とき　9月4日（日）午後2時～3時  
（30分前受付開始）
ところ　県立美術館（静岡市駿河区）
講師　田中章義さん（コンテスト審査
員）
定員　100人
参加料　無料
申込方法　ホームページ
　（https：//ainouta2022.com/）

市内9中学校の新たな制服の導入を検討しています
　教育政策課（☎21-1109）

掛川市では、従来の制服を見直し、子どもや家庭にとってよりよい制服となるこ
とを目指して、６月から新しい制服の検討を進めています。検討状況を市ホーム
ページで発信していますので、ご覧いただきたくさんのご意見をお寄せください。

制服検討のポイント
・生徒が自ら判断し、選択できること
・家庭の経済的負担を軽減すること
・現行の制服を活用できる仕組みを整えること
・学校の校則も一体的に見直すこと

プレミアム付商品券の取り扱いを希
望する事業者を募集します。今回の商
品券はデジタルと紙の2種類です。デ
ジタルと紙もしくは紙のみの登録が可
能です。詳細は電話で問い合わせまた
は市ホームページをご確認ください。
対象　市内で小売業、サービス業など
を営み、市内に店舗などがある事業
者※一部対象外の業種、商品あり
利用期間　12月上旬～令和5年1月
下旬（予定）

14KOHO  KAKEGAWA  2022.8

（株）トダックス （☎26‐2161）
（有）松井管工 （☎23‐0581）
（株）マツイ健設 （☎23‐8691）
協和水道（株） （☎26‐1331）
（株）巧栄水道 （☎24‐7661）
（株）掛川水道設備 （☎24‐8055）
（株）まつだ配管 （☎26‐3261）
（株）浅岡工業 （☎24‐2611）
（有）諸星配管 （☎22‐2975）
（株）トダックス （☎26‐2161）
（有）松井管工 （☎23‐0581）

（有）静管興業 （☎72‐4705）
（有）土屋設備 （☎４8‐2093）
綱取管興 （☎48‐2004）
（有）林配管 （☎72‐5515）
（有）豊設備 （☎72‐5630）
（株）横山設備 （☎48‐6561）
（有）浅岡管興 （☎48‐4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74‐3340）
（有）大城配管　　 （☎72‐4685）
（有）大澄設備 （☎48‐4476）
（有）北端工務店 （☎74‐2445）

 8/ 6 （土）
  7 （日）
   11 （木・祝）
  13 （土）
  14 （日）
  20 （土）
  21 （日）
  27 （土）
   28 （日）
 9/ 3 （土）
  4 （日）

 8/ 6 （土）
  7 （日）
   11 （木・祝）
  13 （土）
  14 （日）
  20 （土）
  21 （日）
  27 （土）
   28 （日）
 9/ 3 （土）
  4 （日）

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 8/6～9/ 4

15
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「広報かけがわ」多言語対応　ポルトガル語や英語で読める！聞ける！

■Multilingual version of the “Public Information Magazine of Kakegawa” is now available on a “Digital Book”!
■A versão em português do Informativo de Kakegawa se tornará “Digital Book”!
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市防災メールマガジン市防災メールマガジン
土砂災害警戒情
報や大雨情報な
どメールで受信

子育て情報サイト「かけっこ」子育て情報サイト「かけっこ」
健診・予防接種、イベ
ント、子育てアドバイス
など幅広い情報満載

市公式Twitter市公式Twitter
市のイベント
や防災情報な
どを発信

プレミアム付商品券
取り扱い事業者募集

　産業労働政策課（☎21-1125）

KIC英会話教室参加者募集
　　NPO法人掛川国際交流センター

（☎24-5595）kic@kakegawa-life.com

やさしい英会話や海外文化を学ぶ
教室です。日本人やネイティブの講師
による3つのクラスがあります。
とき　9月13日からの火曜日、9月16
日からの金曜日、10月4日からの火
曜日

ところ　生涯学習センター（御所原）、
大渕農村環境改善センター（大渕）
持ち物　筆記用具、英和辞書または電
子辞書

クラス　KICホームページでご確認く
ださい。
申込方法　8月1日（月）～
　電話またはメール

子育てと仕事の両立を
社会保険労務士が支援
　　静岡県社会保険労務士会磐田支部

（☎050-3566-7127）※市委託事業

子育てと仕事を両立しやすい職場
づくりを進める事業所で、職場環境の
改善方法などにお困りの方はご相談く
ださい。従業員からの相談にも応じま
す。気軽にご相談ください（相談無
料）。

8月のけっトラ市につ
いては、ホームページ
でご確認ください。
　実行委員会（☎61-1151）

8月のけっトラ市につ
いては、ホームページ
でご確認ください。
　実行委員会（☎61-1151）

風水害・地震・津波対策寄付金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）
令和4年7月１日現在の寄付金額

 区分 件数 金額（円）
 個人 2 42,000
 法人 37 20,661,432
 団体 18 694,250
 合計 57  21,397,682
みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードまたは市ホームページ下
部の「注目ページ」からご覧い
ただけます。

あいのうた
短歌コンテストを開催

　　県こども未来課（☎053-452-0555）

子育てのエピソードや恋人との出会
い、家族への思いなどを詠んだ短歌を
募集します。詳細は事務局まで問い合
わせまたはホームページをご確認くだ
さい。
応募資格　どなたでも
募集部門　一般の部、ジュニアの部
（高校生に相当する年齢以下）
選賞（予定）
各部門　最優秀賞1作品、優秀賞2作
品、審査員特別賞2作品、入選15作
品
審査員　俵万智さん（歌人）、 田中章
義さん（歌人）
応募方法　郵便（〒430-0929浜松 
市中区中央二丁目10番1号 浜松青 
色会館5Fあいのうた事務局）、FA 
X（053-452-0681）およびホーム
ページ（https：//ainouta2022.com/）
提出期限　9月30日（金）（当日消印有
効）

東海アクシス看護専門学校
令和5年度社会人入学生募集
　　東海アクシス看護専門学校総務課

（☎0538-43-8111）

学科　看護学科（修業年限3年）
対象　大学・短期大学卒業（見込み）を
含む高卒既卒以上の方
募集人数　若干名
受験資格　①平成3年4月2日以降に 
生まれた方②管内6市町（磐田、掛 
川、袋井、御前崎、菊川、森）に住所
がある方③令和4年3月以前に管内
および隣接する3市（浜松、島田、牧
之原）に所在する高校（通信制の課
程を除く）を卒業した方④合格した
場合、必ず入学する方（併願不可）⑤
卒業後、管内の医療機関に就業す
る意志がある方
出願方法　9月6日（火）～26日（月）  
（午後5時15分必着）に、同校総務
課へ直接または簡易書留で郵送
（〒43 7 - 0 0 3 3袋井市上田町
267-30）
試験日　学科試験・適性検査10月14 
日（金）、面接試験10月21日（金）
試験会場　東海アクシス看護専門学
校（袋井市）
合格発表　11月11日（金）

時代に合わせて進化する調停で
民事や家庭のトラブル解決
　静岡地方裁判所（☎054-251-6241）

話し合いで問題の解決を図る「調
停」は100年前に制度ができてから時
代に合わせて進化してきました。お困
りの際はトラブル解決に役立ててくだ
さい。
家事調停　離婚や相続などの家庭の 
トラブルを扱う家事調停では、電話
のほか今後ウェブ会議を利用して
参加できるようになります。
民事調停　お金の貸し借りなどの民 
事のトラブルを扱う民事調停では、
自然災害や新型コロナなどでロー
ンの支払いに困ったときにも特定調
停で返済の見直しなどを図ることが
できます。また、特許権などの知的
財産権に関する紛争では、非公開の
手続きで迅速で柔軟な解決を図る
知財調停も利用できます。

平日に忙しい女性をサポート
日曜日に乳がん検診が受けられます
　　中東遠総合医療センター人間
ドック・健診センター（☎28-8028）
jms2022@chutoen-hp.shizuoka.jp

とき　10月16日（日）午前8時15分～
正午

ところ　中東遠総合医療センター人
間ドック・健診センター（菖蒲ヶ池）
対象　20歳以上の女性
検査内容　①乳腺エコー3,740円②
3Dマンモグラフィ2方向（トモシンセ
シス）9,900円③3Dマンモグラフィ
2方向（トモシンセシス）+乳腺エコー
13,640円④マンモグラフィ2方向
5,500円⑤マンモグラフィ2方向+
乳腺エコー9,240円

　※女性技師が検査を行います。
　※全て税込み
検査結果　後日郵送（約4週間後）
募集期限　9月9日（金）午後4時30分
募集人数　乳腺エコー50人、マンモ
グラフィ50人程度

　※完全予約制。申込多数のときは抽
　選
申込方法　希望の検査内容、氏名、 生
年月日、年齢、住所、電話番号を電
話またはメール

金融機関からの照会に協力を
　静岡県信用金庫協会（☎054-255-5530）
静岡県銀行協会（☎054-252-0148）

金融機関では、警察などと連携し、
マネー・ローンダリング対策やテロ組
織資金供与対策の一環として、預金口
座などの不正利用防止を目的とした
取り組みを進めています。
氏名や生年月日などの情報の更新

を定期的に行うため、取引先の金融機
関からみなさんへはがきや封書を郵
送します。郵便物を受け取ったら内容
を確認し、回答にご協力ください。書
類に不審な点や不明な点などがある
場合は書類に記載の金融機関にお問
い合わせください。
なお、金融機関の職員が「暗証番号

を尋ねること」、「窓口以外でキャッシュ
カードを預かること」はありません。こ
のような場合は特殊詐欺を疑いましょ
う。

あいのうた一般向け短歌講座
　県こども未来課（☎053-452-0555）

コンテスト開催に先立ち、初心者向
けの短歌講座を開催します。
とき　9月4日（日）午後2時～3時  
（30分前受付開始）
ところ　県立美術館（静岡市駿河区）
講師　田中章義さん（コンテスト審査
員）
定員　100人
参加料　無料
申込方法　ホームページ
　（https：//ainouta2022.com/）

市内9中学校の新たな制服の導入を検討しています
　教育政策課（☎21-1109）

掛川市では、従来の制服を見直し、子どもや家庭にとってよりよい制服となるこ
とを目指して、６月から新しい制服の検討を進めています。検討状況を市ホーム
ページで発信していますので、ご覧いただきたくさんのご意見をお寄せください。

制服検討のポイント
・生徒が自ら判断し、選択できること
・家庭の経済的負担を軽減すること
・現行の制服を活用できる仕組みを整えること
・学校の校則も一体的に見直すこと

プレミアム付商品券の取り扱いを希
望する事業者を募集します。今回の商
品券はデジタルと紙の2種類です。デ
ジタルと紙もしくは紙のみの登録が可
能です。詳細は電話で問い合わせまた
は市ホームページをご確認ください。
対象　市内で小売業、サービス業など
を営み、市内に店舗などがある事業
者※一部対象外の業種、商品あり
利用期間　12月上旬～令和5年1月
下旬（予定）

14KOHO  KAKEGAWA  2022.8

（株）トダックス （☎26‐2161）
（有）松井管工 （☎23‐0581）
（株）マツイ健設 （☎23‐8691）
協和水道（株） （☎26‐1331）
（株）巧栄水道 （☎24‐7661）
（株）掛川水道設備 （☎24‐8055）
（株）まつだ配管 （☎26‐3261）
（株）浅岡工業 （☎24‐2611）
（有）諸星配管 （☎22‐2975）
（株）トダックス （☎26‐2161）
（有）松井管工 （☎23‐0581）

（有）静管興業 （☎72‐4705）
（有）土屋設備 （☎４8‐2093）
綱取管興 （☎48‐2004）
（有）林配管 （☎72‐5515）
（有）豊設備 （☎72‐5630）
（株）横山設備 （☎48‐6561）
（有）浅岡管興 （☎48‐4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74‐3340）
（有）大城配管　　 （☎72‐4685）
（有）大澄設備 （☎48‐4476）
（有）北端工務店 （☎74‐2445）

 8/ 6 （土）
  7 （日）
   11 （木・祝）
  13 （土）
  14 （日）
  20 （土）
  21 （日）
  27 （土）
   28 （日）
 9/ 3 （土）
  4 （日）

 8/ 6 （土）
  7 （日）
   11 （木・祝）
  13 （土）
  14 （日）
  20 （土）
  21 （日）
  27 （土）
   28 （日）
 9/ 3 （土）
  4 （日）

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 8/6～9/ 4
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対　象：乳幼児と保護者
中　央： 9月 2日・9日(金)  午前10時30分～11時
大　東：  9月 2日・9日(金)  午前10時30分～11時
大須賀： 9月16日(金)  午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 (☎23-8111)
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 (☎21-1211）

9月の子育て・健康案内 徳育：徳育保健センター（御所原)
大東：大東保健センター（三俣)

■は直接会場へ、★は各館へ申し込みし物・展示 市内30か所へ！  移動図書館

中　央：毎週水曜日　午後 3時～

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：9月16日(金）午前10時30分～11時

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

健康相談会
予約

図書館
ホームページ

小学校、公民館などを巡回していま
す。どなたでも利用できます。日程は
図書館へ問い合わせるか、図書館ホー
ムページをご覧ください。

本のよみきかせと楽しい手遊び
対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：9月 10日・ 24日(土) 午後 3時 ～ 3時30分
大　東：9月 3日 ・17日(土) 午前 10時 30分 ～11時
大須賀：9月10日 ・ 24日(土) 午後 3時 ～ 3時30分

絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

催

絵

新型コロナウイルス感染症対策のため休館や
イベントなどが中止になることがあります。

●各健診とも上記の日程で都合のよい日に受けてください。
※転入された方へ　　高校3年生以下の子どもがいる保護者の方で、まだ予防
接種の手続きを済ませていない方は、母子健康手帳を持って徳育保健セン
ターへお越しください。。

※健診・相談・予防接種説明会については、時間が変更となることがありますの
で、個別の案内はがきをご参照ください。

小笠掛川急患診療所

静岡こども救急電話相談　＃8000 ■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ棟2階（入口別・杉谷南1-1-30）
※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30
診療科：内科、小児科

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は原則、入院や手術の必要な重症患者が対象です。
　また、初診の方で、紹介状のない方は特定初診料5,500円（税込み）がかかります。

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

受診前に
連絡を!
☎61-1299

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

診療案内　中央消防署（☎21-0119）
市役所日直（☎21-1111）

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

各医療機関の診療案内は令和4年7月号折り込みの「保存版」
または市ホームページ「救急医療」（右二次元コード）で検索

甘いケーキ、しょっぱいおせんべい。
あなたはどんなお菓子が好き?全部
で147種類のお菓子が載っています。
どの国で生まれたか分かる国旗の
マーク付きです。

作家・内館牧子がつづる、童謡、唱歌
を題材にしたエッセイ。「船頭さん」
「さくら貝の歌」など21曲がとりあ
げられています。読みながら口ずさ
むことができる歌は、何曲あるでしょ
うか。

コールセンター
もしもし日記

各種コールセンターでの、クレーマー
との会話や時給、仕事仲間のことな
どを日記風につづった本です。三五
館シンシャの日記シリーズには、体験
者が業界の裏をそのまま描いた興味
深い話が満載です。

吉川徹/著
(三五館シンシャ)

消えた歌の風景
PART1～懐かし
い21の童謡・唱
歌～

内館牧子/著
（清流出版）

おかしのずかん

大森裕子/作　
福田淳子/監修
（白泉社）

図書館へ行こう
9月

■ジモトノシゴト展
　地元の建築士が設計した住宅や施設などの建築パネル展です。
　期間：8月24日（水）～9月3日（土）　中央
 ※建築相談・耐震相談　8月28日（日）午後1時～3時
　　　　9月6日（火）～18日（日）　大東
 ※建築相談・耐震相談　9月18日（日）午後1時～3時
　共催：公益社団法人　静岡県建築士会

■遠州横須賀凧展　大須賀
　期間：9月1日（木）～18日（日）

★手作り講座「サンキャッチャーを作ろう」　大須賀
　とき：9月10日（土）午前9時30分～11時
　定員：8人　　参加費：1,000円（材料費）
　申込：8月16日（火）午前9時～電話または直接来館

みなさんは普段どのくらい食塩をとっていますか?厚生労働
省では、食塩摂取の一日の目標量を、男性7.5グラム未満、女
性6.5グラム未満と定めています。平成25年県民健康基礎調
査報告書によると、県内の平均は、どの世代も目標量を上
回っています。
食塩のとりすぎは高血圧の原因の一つとなり、脳血管疾患

や心疾患を起こすリスクが高まります。

◆無理なく食塩を減らすコツ
①味をみてから調味料をかける
②減塩しょうゆ、減塩みそに変える
③汁物は1日1杯までにする
④麺類の汁は飲み干さない

令和4年度肺がん・結核検診の会場で、「ふじの
くに お塩のとりかたチェック」を実施しています。
徳育保健センターでは月1回健康相談会も行って
います（予約制）。ぜひお気軽にご相談ください。

保健師だより

■中央図書館（☎２４-５９２１）
午前９時～午後５時（水・木曜日は午後７時まで※）
9月の休館日：毎週月曜日、30日（金）

■大東図書館（☎７２-１１４３）
午前９時～午後５時（木曜日は午後７時まで）
9月の休館日：毎週月曜日、23日（金・祝）、30日（金）

■大須賀図書館（☎４８-５２６９）
午前９時～午後５時（金曜日は午後７時まで）
9月の休館日：毎週月曜日、23日（金・祝）、29日（木）

※祝日は午後５時まで

６か月児相談と２歳２
か月児健診時に、おすす
め本のブックリストと、
リストの中の１冊をプレ
ゼントしています。お子
さんと一緒に絵本を楽し
んでください。図書館の
利用者カードは、０歳か
ら作ることができます。

赤ちゃんと絵本に親しんで

徳育

徳育

徳育

大東

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

健診・相談・予防接種
説明会

9：00～9：15
徳育

1歳6か月児
健康診査

13：00～13：30

徳育 30 金 令和3年10月出生児とその親（予約制）親子でにこにこ教室
9：00～ 9：30

徳育 28 水離乳食教室
もぐもぐ教室9：15～9：30

生後４～８か月児の親（予約制）

令和 4年 2月 1日 ～ 10日出生児
令和 4年 2月 11日 ～ 20日出生児
令和 4年 2月 21日 ～ 28日出生児
令和 3年 2月 1日 ～ 15日出生児
令和 3年 2月 16日 ～ 28日出生児
令和2年 11月～ 令和3年2月出生児
令和 2年 6月 1日 ～ 10日出生児
令和 2年 6月 11日 ～ 20日出生児
令和 2年 6月 21日 ～ 30日出生児
令和 元年 8月 1日 ～ 10日出生児
令和 元年 8月 11日 ～ 20日出生児
令和 元年 8月 21日 ～ 31日出生児

9
13
21
8
21
14
13
15
20
7
12
16

金
火
水
木
水
水
火
木
火
水
月
金

令和 4年 7月出生児2  金

急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷ったとき、
まずはお電話を。小児科医や看護師が相談に応じます。

減塩をはじめよう！
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対　象：乳幼児と保護者
中　央： 9月 2日・9日(金)  午前10時30分～11時
大　東：  9月 2日・9日(金)  午前10時30分～11時
大須賀： 9月16日(金)  午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 (☎23-8111)
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 (☎21-1211）

9月の子育て・健康案内 徳育：徳育保健センター（御所原)
大東：大東保健センター（三俣)

■は直接会場へ、★は各館へ申し込みし物・展示 市内30か所へ！  移動図書館

中　央：毎週水曜日　午後 3時～

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：9月16日(金）午前10時30分～11時

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

健康相談会
予約

図書館
ホームページ

小学校、公民館などを巡回していま
す。どなたでも利用できます。日程は
図書館へ問い合わせるか、図書館ホー
ムページをご覧ください。

本のよみきかせと楽しい手遊び
対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：9月 10日・ 24日(土) 午後 3時 ～ 3時30分
大　東：9月 3日 ・17日(土) 午前 10時 30分 ～11時
大須賀：9月10日 ・ 24日(土) 午後 3時 ～ 3時30分

絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

催

絵

新型コロナウイルス感染症対策のため休館や
イベントなどが中止になることがあります。

●各健診とも上記の日程で都合のよい日に受けてください。
※転入された方へ　　高校3年生以下の子どもがいる保護者の方で、まだ予防
接種の手続きを済ませていない方は、母子健康手帳を持って徳育保健セン
ターへお越しください。。

※健診・相談・予防接種説明会については、時間が変更となることがありますの
で、個別の案内はがきをご参照ください。

小笠掛川急患診療所

静岡こども救急電話相談　＃8000 ■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ棟2階（入口別・杉谷南1-1-30）
※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30
診療科：内科、小児科

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は原則、入院や手術の必要な重症患者が対象です。
　また、初診の方で、紹介状のない方は特定初診料5,500円（税込み）がかかります。

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

受診前に
連絡を!
☎61-1299

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

診療案内　中央消防署（☎21-0119）
市役所日直（☎21-1111）

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

各医療機関の診療案内は令和4年7月号折り込みの「保存版」
または市ホームページ「救急医療」（右二次元コード）で検索

甘いケーキ、しょっぱいおせんべい。
あなたはどんなお菓子が好き?全部
で147種類のお菓子が載っています。
どの国で生まれたか分かる国旗の
マーク付きです。

作家・内館牧子がつづる、童謡、唱歌
を題材にしたエッセイ。「船頭さん」
「さくら貝の歌」など21曲がとりあ
げられています。読みながら口ずさ
むことができる歌は、何曲あるでしょ
うか。

コールセンター
もしもし日記

各種コールセンターでの、クレーマー
との会話や時給、仕事仲間のことな
どを日記風につづった本です。三五
館シンシャの日記シリーズには、体験
者が業界の裏をそのまま描いた興味
深い話が満載です。

吉川徹/著
(三五館シンシャ)

消えた歌の風景
PART1～懐かし
い21の童謡・唱
歌～

内館牧子/著
（清流出版）

おかしのずかん

大森裕子/作　
福田淳子/監修
（白泉社）

図書館へ行こう
9月

■ジモトノシゴト展
　地元の建築士が設計した住宅や施設などの建築パネル展です。
　期間：8月24日（水）～9月3日（土）　中央
 ※建築相談・耐震相談　8月28日（日）午後1時～3時
　　　　9月6日（火）～18日（日）　大東
 ※建築相談・耐震相談　9月18日（日）午後1時～3時
　共催：公益社団法人　静岡県建築士会

■遠州横須賀凧展　大須賀
　期間：9月1日（木）～18日（日）

★手作り講座「サンキャッチャーを作ろう」　大須賀
　とき：9月10日（土）午前9時30分～11時
　定員：8人　　参加費：1,000円（材料費）
　申込：8月16日（火）午前9時～電話または直接来館

みなさんは普段どのくらい食塩をとっていますか?厚生労働
省では、食塩摂取の一日の目標量を、男性7.5グラム未満、女
性6.5グラム未満と定めています。平成25年県民健康基礎調
査報告書によると、県内の平均は、どの世代も目標量を上
回っています。
食塩のとりすぎは高血圧の原因の一つとなり、脳血管疾患

や心疾患を起こすリスクが高まります。

◆無理なく食塩を減らすコツ
①味をみてから調味料をかける
②減塩しょうゆ、減塩みそに変える
③汁物は1日1杯までにする
④麺類の汁は飲み干さない

令和4年度肺がん・結核検診の会場で、「ふじの
くに お塩のとりかたチェック」を実施しています。
徳育保健センターでは月1回健康相談会も行って
います（予約制）。ぜひお気軽にご相談ください。

保健師だより

■中央図書館（☎２４-５９２１）
午前９時～午後５時（水・木曜日は午後７時まで※）
9月の休館日：毎週月曜日、30日（金）

■大東図書館（☎７２-１１４３）
午前９時～午後５時（木曜日は午後７時まで）
9月の休館日：毎週月曜日、23日（金・祝）、30日（金）

■大須賀図書館（☎４８-５２６９）
午前９時～午後５時（金曜日は午後７時まで）
9月の休館日：毎週月曜日、23日（金・祝）、29日（木）

※祝日は午後５時まで

６か月児相談と２歳２
か月児健診時に、おすす
め本のブックリストと、
リストの中の１冊をプレ
ゼントしています。お子
さんと一緒に絵本を楽し
んでください。図書館の
利用者カードは、０歳か
ら作ることができます。

赤ちゃんと絵本に親しんで

徳育

徳育

徳育

大東

徳育

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

健診・相談・予防接種
説明会

9：00～9：15
徳育

1歳6か月児
健康診査

13：00～13：30

徳育 30 金 令和3年10月出生児とその親（予約制）親子でにこにこ教室
9：00～ 9：30

徳育 28 水離乳食教室
もぐもぐ教室9：15～9：30

生後４～８か月児の親（予約制）

令和 4年 2月 1日 ～ 10日出生児
令和 4年 2月 11日 ～ 20日出生児
令和 4年 2月 21日 ～ 28日出生児
令和 3年 2月 1日 ～ 15日出生児
令和 3年 2月 16日 ～ 28日出生児
令和2年 11月～ 令和3年2月出生児
令和 2年 6月 1日 ～ 10日出生児
令和 2年 6月 11日 ～ 20日出生児
令和 2年 6月 21日 ～ 30日出生児
令和 元年 8月 1日 ～ 10日出生児
令和 元年 8月 11日 ～ 20日出生児
令和 元年 8月 21日 ～ 31日出生児

9
13
21
8
21
14
13
15
20
7
12
16

金
火
水
木
水
水
火
木
火
水
月
金

令和 4年 7月出生児2  金

急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷ったとき、
まずはお電話を。小児科医や看護師が相談に応じます。

減塩をはじめよう！

1617
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掛
川
市
内
の
お
医
者
さ
ん
案
内
は

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
常
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
生
活
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
マ
ス
ク
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
か
ら
身
を

守
る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
大
切
な
も
の
で
す

が
、
口
の
中
の
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
と
自
分
の
呼
気

（
吐
い
た
息
）
を
再
度
吸
う
こ
と
に
よ
り
、

口
腔
内
が
常
に
保
湿
さ
れ
ま
す
。
保
湿
に

よ
っ
て
唾
液
の
量
が
減
り
、
口
の
中
で
虫

歯
菌
な
ど
の
大
繁
殖
が
起
こ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
と
お
し
て
症
状
が
悪
化
し

た
例
を
紹
介
し
ま
す
。

欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
た
定
期
検
診
を
独

自
の
判
断
で
中
断
し
て
い
た
方
は
、
痛
み

止
め
で
や
り
す
ご
し
て
い
た
痛
み
が
我
慢

で
き
な
く
な
り
受
診
。
抜
歯
が
必
要
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
20
本
以
上

歯
が
あ
る
高
齢
者
で
10
本
以
上
虫
歯
に

久
保
田
市
長
の

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
し
て
い
た
地
区
集
会
を
実
施
す
る
こ
と

に
加
え
、
学
校
再
編
に
関
し
て
市
内
9
中

学
校
区
全
て
で
実
施
す
る
意
見
交
換
会
、

さ
ら
に
は
新
た
な
廃
棄
物
処
理
施
設
に
関

す
る
対
話
集
会
な
ど
を
加
え
、
合
計
43
回

の
対
話
集
会
に
出
席
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
（
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
1
回
、

地
元
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
29
回
、
学
校
再
編
の

意
見
交
換
会
9
回
、
廃
棄
物
処
理
施
設
に

関
す
る
対
話
集
会
4
回
、
計
43
回
）
。

近
隣
の
市
長
さ
ん
た
ち
に
話
す
と

「
え
！
そ
ん
な
に
や
る
ん
で
す
か
?
体
壊

し
ち
ゃ
い
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

市
長
に
就
任
し
た
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ま
ん
延
に
よ
り
こ
う
し
た
機
会
が
限
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
と
お
話
で
き
る

機
会
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
対
話
」
は
私
の
市
政
運
営
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
1
つ
で
す
が
、
私
が
考
え
る
対

話
と
は
、
形
式
的
な
や
り
と
り
に
終
わ
る

こ
と
な
く
胸
襟
を
開
い
て
話
し
合
う
こ
と

で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
話
を
聞
く
」
こ
と

全
43
回
の
対
話
集
会
に
出
席
し

ま
す

第
13
回

コ
ロ
ナ
禍
で
の
口
内
の
変
化

な
っ
て
来
院
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
歯
が
欠
け
た
り
差
し
歯
が

抜
け
た
り
し
て
も
、
痛
く
な
い
し
マ
ス
ク

を
し
て
い
て
人
に
見
ら
れ
な
い
と
い
う
理

由
で
そ
の
ま
ま
放
置
し
、
重
症
化
し
て
し

ま
っ
た
方
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
マ
ス
ク
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
、
感

染
し
な
い
よ
う
に
心
配
す
る
ス
ト
レ
ス
、

い
つ
も
い
な
い
家
族
が
ず
っ
と
家
に
い
る

ス
ト
レ
ス
な
ど
、
コ
ロ
ナ
前
に
は
な
か
っ

た
ス
ト
レ
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
と
唾
液
の
量
が
減
り
、
口
臭
が
悪
化
し

ま
す
。
こ
の
口
臭
も
虫
歯
や
歯
周
病
の
サ

イ
ン
の
一
つ
で
す
。
自
分
で
口
臭
に
気
付

く
の
は
難
し
く
、
家
族
か
ら
「
口
が
臭
う

よ
」
と
言
わ
れ
て
気
が
付
く
こ
と
が
多
い

で
す
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
歯
の
欠
け
、

知
覚
過
敏
、
虫
歯
の
増
加
、
歯
周
病
の
悪

化
、
か
み
合
わ
せ
時
の
痛
み
、
歯
の
骨
折

な
ど
が
起
こ
り
、
抜
歯
が
必
要
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
歯
科
医
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
万
全
な
状

態
で
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
検
診

を
自
分
の
判
断
で
中
断
せ
ず
、
か
か
り
つ

け
歯
科
医
院
で
定
期
的
な
検
診
や
治
療
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

は
、
全
て
の
要
望
を
実
現
す
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
あ
ら
ゆ
る
要
望
を
実
現
す
る
こ
と
は

理
想
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
が
一
致
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
に
加

え
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
そ
の
全
て
を

実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
例
え
ば
、

私
が
聞
く
だ
け
で
も
何
十
本
も
の
道
路
要

望
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
道
路
に
つ
い
て
は
交
通
量
や
他

の
道
路
と
の
接
続
（
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
、
通
学
路
か
ど
う
か
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
優
先
順
位
を
決
め
て
整
備

を
し
て
い
ま
す
。
本
年
4
月
か
ら
は
原
泉

の
萩
間
橋
、
大
須
賀
と
掛
川
駅
方
面
を
つ

な
ぐ
西
大
谷
バ
イ
パ
ス
の
両
県
道
に
加
え
、

水
垂
か
ら
初
馬
に
向
か
う
市
道
郡
道
坂
線

が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
て
い
ま
す
。

要
望
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
未
来
を
ど

う
し
て
い
き
た
い
か
に
つ
い
て
も
話
し
合

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
8
月
か
ら
11

月
ま
で
の
4
か
月
間
は
、
毎
週
2
回
か
3

回
は
夜
間
に
対
話
集
会
へ
出
席
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
私
に
と
っ
て
も
大
き

な
負
担
で
は
あ
り
ま
す
。
体
調
を
整
え
て

臨
み
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
か
ら
、

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
生
の
声
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

小笠
医師会
小笠
医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

小笠掛川
歯科医師会
小笠掛川
歯科医師会

～食事・治療・歯・薬・介護を考える～～食事・治療・歯・薬・介護を考える～
掛川市

介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

小笠掛川歯科医師会　その54
(☎22-6120）

市
は
、
緑
茶
で
乾
杯
す
る
文
化
を
広
め

る
こ
と
で
、
緑
茶
の
消
費
拡
大
や
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
「
掛
川
市
緑
茶

で
乾
杯
条
例
」
の
制
定
や
「
緑
茶
が
原
料

の
リ
キ
ュ
ー
ル
製
造
の
特
区
認
定
」
の
取

得
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

掛
川
茶
を
使
っ
た
ド
リ
ン
ク
を
提
供

よ
り
多
く
の
方
に
「
緑
茶
で
乾
杯
」
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
掛
川
茶
を

使
用
し
た
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
提
供
す
る
店

舗
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
「
掛
川
茶×

焼

酎
」
「
掛
川
茶×

ビ
ー
ル
」
「
掛
川
茶×

ハ
イ
ボ
ー
ル
」
な
ど
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ド
リ
ン
ク
が
た
く
さ
ん
。

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

お
茶
の
未
来
創
造

Ｖｏ
ｌ・2

緑
茶
で
乾
杯
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
掛
川
茶
ド
リ
ン
ク
の
提
供
に
協

力
い
た
だ
け
る
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
茶
の
風
味
が
楽
し
め
る
乾
杯
酒
が
登
場

特
区
認
定
後
初
と
な
る
緑
茶
リ
キ
ュ
ー

ル
の
販
売
が
今
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。市

内
茶
生
産
者
の
松
下
園
が
、
「
お
茶

の
風
味
が
楽
し
め
る
掛
川
茶
乾
杯
酒
」
を

つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
４

年
の
歳
月
を
掛
け
て
研
究
開
発
に
取
り
組

み
完
成
し
ま
し
た
。

今
後
も
「
お
茶×

〇
〇
」
に
期
待

今
後
５
年
の
茶
業
振
興
の
新
た
な
指
針

を
取
り
ま
と
め
た
「
掛
川
茶
未
来
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
緑
茶
で
乾
杯
の
取

り
組
み
を
始
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
お
茶×

○
○
」
を
体
験
で
き
る
場
を
充

実
さ
せ
て
市
内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
時
期
が
続
き
ま
す
。
緑

茶
で
乾
杯
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
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マ
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用
が
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定
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的
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を
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か
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で
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掛
川
市
内
の
お
医
者
さ
ん
案
内
は

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
常
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
生
活
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
マ
ス
ク
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
か
ら
身
を

守
る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
大
切
な
も
の
で
す

が
、
口
の
中
の
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
と
自
分
の
呼
気

（
吐
い
た
息
）
を
再
度
吸
う
こ
と
に
よ
り
、

口
腔
内
が
常
に
保
湿
さ
れ
ま
す
。
保
湿
に

よ
っ
て
唾
液
の
量
が
減
り
、
口
の
中
で
虫

歯
菌
な
ど
の
大
繁
殖
が
起
こ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
と
お
し
て
症
状
が
悪
化
し

た
例
を
紹
介
し
ま
す
。

欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
た
定
期
検
診
を
独

自
の
判
断
で
中
断
し
て
い
た
方
は
、
痛
み

止
め
で
や
り
す
ご
し
て
い
た
痛
み
が
我
慢

で
き
な
く
な
り
受
診
。
抜
歯
が
必
要
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
20
本
以
上

歯
が
あ
る
高
齢
者
で
10
本
以
上
虫
歯
に

久
保
田
市
長
の

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
し
て
い
た
地
区
集
会
を
実
施
す
る
こ
と

に
加
え
、
学
校
再
編
に
関
し
て
市
内
9
中

学
校
区
全
て
で
実
施
す
る
意
見
交
換
会
、

さ
ら
に
は
新
た
な
廃
棄
物
処
理
施
設
に
関

す
る
対
話
集
会
な
ど
を
加
え
、
合
計
43
回

の
対
話
集
会
に
出
席
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
（
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
1
回
、

地
元
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
29
回
、
学
校
再
編
の

意
見
交
換
会
9
回
、
廃
棄
物
処
理
施
設
に

関
す
る
対
話
集
会
4
回
、
計
43
回
）
。

近
隣
の
市
長
さ
ん
た
ち
に
話
す
と

「
え
！
そ
ん
な
に
や
る
ん
で
す
か
?
体
壊

し
ち
ゃ
い
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

市
長
に
就
任
し
た
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ま
ん
延
に
よ
り
こ
う
し
た
機
会
が
限
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
と
お
話
で
き
る

機
会
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
対
話
」
は
私
の
市
政
運
営
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
1
つ
で
す
が
、
私
が
考
え
る
対

話
と
は
、
形
式
的
な
や
り
と
り
に
終
わ
る

こ
と
な
く
胸
襟
を
開
い
て
話
し
合
う
こ
と

で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
話
を
聞
く
」
こ
と

全
43
回
の
対
話
集
会
に
出
席
し

ま
す

第
13
回

コ
ロ
ナ
禍
で
の
口
内
の
変
化

な
っ
て
来
院
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
歯
が
欠
け
た
り
差
し
歯
が

抜
け
た
り
し
て
も
、
痛
く
な
い
し
マ
ス
ク

を
し
て
い
て
人
に
見
ら
れ
な
い
と
い
う
理

由
で
そ
の
ま
ま
放
置
し
、
重
症
化
し
て
し

ま
っ
た
方
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
マ
ス
ク
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
、
感

染
し
な
い
よ
う
に
心
配
す
る
ス
ト
レ
ス
、

い
つ
も
い
な
い
家
族
が
ず
っ
と
家
に
い
る

ス
ト
レ
ス
な
ど
、
コ
ロ
ナ
前
に
は
な
か
っ

た
ス
ト
レ
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
と
唾
液
の
量
が
減
り
、
口
臭
が
悪
化
し

ま
す
。
こ
の
口
臭
も
虫
歯
や
歯
周
病
の
サ

イ
ン
の
一
つ
で
す
。
自
分
で
口
臭
に
気
付

く
の
は
難
し
く
、
家
族
か
ら
「
口
が
臭
う

よ
」
と
言
わ
れ
て
気
が
付
く
こ
と
が
多
い

で
す
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
歯
の
欠
け
、

知
覚
過
敏
、
虫
歯
の
増
加
、
歯
周
病
の
悪

化
、
か
み
合
わ
せ
時
の
痛
み
、
歯
の
骨
折

な
ど
が
起
こ
り
、
抜
歯
が
必
要
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
歯
科
医
院
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
万
全
な
状

態
で
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
期
検
診

を
自
分
の
判
断
で
中
断
せ
ず
、
か
か
り
つ

け
歯
科
医
院
で
定
期
的
な
検
診
や
治
療
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

は
、
全
て
の
要
望
を
実
現
す
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
あ
ら
ゆ
る
要
望
を
実
現
す
る
こ
と
は

理
想
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
が
一
致
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
に
加

え
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
そ
の
全
て
を

実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
例
え
ば
、

私
が
聞
く
だ
け
で
も
何
十
本
も
の
道
路
要

望
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
道
路
に
つ
い
て
は
交
通
量
や
他

の
道
路
と
の
接
続
（
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
、
通
学
路
か
ど
う
か
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
優
先
順
位
を
決
め
て
整
備

を
し
て
い
ま
す
。
本
年
4
月
か
ら
は
原
泉

の
萩
間
橋
、
大
須
賀
と
掛
川
駅
方
面
を
つ

な
ぐ
西
大
谷
バ
イ
パ
ス
の
両
県
道
に
加
え
、

水
垂
か
ら
初
馬
に
向
か
う
市
道
郡
道
坂
線

が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
て
い
ま
す
。

要
望
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
未
来
を
ど

う
し
て
い
き
た
い
か
に
つ
い
て
も
話
し
合

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
8
月
か
ら
11

月
ま
で
の
4
か
月
間
は
、
毎
週
2
回
か
3

回
は
夜
間
に
対
話
集
会
へ
出
席
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
私
に
と
っ
て
も
大
き

な
負
担
で
は
あ
り
ま
す
。
体
調
を
整
え
て

臨
み
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
か
ら
、

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
生
の
声
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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は
、
緑
茶
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乾
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文
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で
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茶
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茶
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茶
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。
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茶
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が
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を

つ
く
る
プ
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ト
を
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げ
、
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の
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け
て
研
究
開
発
に
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み
完
成
し
ま
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に
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今
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の
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で
は
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で
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を
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と
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て
、
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○
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を
体
験
で
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る
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を
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て
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▲笹に短冊を付ける児童

中央図書館に七夕飾り
初夏の恒例行事今年も

はしご付消防車訓練実施
安全・確実・迅速な救出を

▲取り残された患者の救助に向かう消防職員

7/4

横須賀小で福祉教育
車いすやボッチャを体験6/22 信用金庫と2市が連携協定

DX推進で地域活性化へ6/19

中央消防署の職員11人が、掛川東病院ではしご
付消防車を使用した救出訓練を行いました。高所
に取り残された要救助者を安全・確実・迅速に救
出することを目的に実践に即して行われました。
病院の高層階で火災が発生し、入院患者が4階の
ベランダに取り残されたことを想定して実施。職
員は緊張感をもって、はしご付消防車の操作や救
助の手順について確認しました。

中・高合同の防災訓練
災害時の役割を確認

▲簡易ベッドを組み立てる生徒

7/6

大須賀中学校3年生と横須賀高校生約280人
が、広域避難所に指定されている横須賀高校で合
同防災訓練を行いました。生徒はグループに分か
れ、避難経路の確認や簡易ベッド・パーティショ
ンの組み立て、トイレの設営などを実施。中学生
と高校生が協力して、災害時の役割を確認しまし
た。大須賀中学校の佐々木徠希さんは「災害時に
は力仕事を率先して行いたい」と話しました。

▲車いすで段差を体験する児童 ▲同信金本部で行われた締結式

横須賀小学校の4年生67人が、講話・体験など
を通して肢体不自由について学びました。社会福
祉協議会の馬淵初音さんと車いすを利用している
内藤夏江さんを講師に招き、車いすでの生活の様
子を聞いたり、車いすで段差を越える体験をした
りしながら、福祉について自分たちにできること
を考えました。講話の後には、パラリンピック種
目のボッチャを体験しました。

島田掛川信用金庫と島田市、掛川市は地域産業
の活性化に向けたデジタルトランスフォーメー
ション(DX)の推進に取り組むための協定を締結し
ました。同信金本部(亀の甲)で締結式が行われ、
伊藤勝英理事長、島田市の染谷絹代市長、掛川市
の久保田市長が協定書に署名しました。
今後、中小企業のDX導入に関する支援などを

同信金が行います。

中央図書館の正面玄関に6月29日から7月7日ま
で七夕飾りが設置されました。
図書館活動グループ「よみきかせ会ひまわり」

が主催。季節の行事を大切にしてほしいという思
いで毎年実施し、今年で22回目になります。毎週
水曜日に行っている読み聞かせ終了後、園児や児
童約30人が短冊にそれぞれの願いを書き、笹に飾
り付けました。

フォトニュース

7/12 すぴか保育園で花火教室
火災に気をつけて楽しんで

▲学んだことを確認しながら花火をする園児

市消防本部は、正しい火の取り扱いを学び、火
遊びなどによる火災を減らすため、千羽すぴか保
育園で花火教室を実施しました。年中・年長の園
児9人が参加し、衣服に火がついたときの対応方
法や、煙が充満した場所からの避難の仕方、正し
い花火の遊び方などを学習。その後、消防団員の
補助を受けながら実際に花火をしました。同日、
幼年消防クラブ結成式も開催されました。

城東中で救命救急講座
命を守る知識と技能を学ぶ

▲AEDの後に胸骨圧迫をする生徒

7/13

城東中学校で救命救急講座が開催され、部活動
の部長・副部長16人が参加しました。「f.a.n.地
域医療を育む会」の方を講師に招き、部活動中に
事故が起きた際、迅速かつ正確に動けるよう自動
体外式除細動器(AED)を使用した救命救急法を学
びました。生徒は、講師の実演を見て、救助の手
順やAEDの使い方を学んだ後、胸骨圧迫やAED
の使用など、緊張感を持って実践しました。

7/14 三木つばき選手講演会
夢へ踏み出すきっかけに

▲後輩に笑顔で講演する三木選手（奥左）

桜木小学校出身で北京オリンピックのアルペン
スノーボード競技に出場した、三木つばき選手の
講演会が同校で開催されました。6年生117人が、
あこがれの先輩の話に熱心に耳を傾けました。児
童は三木選手から、夢をかなえられるかは「好
き」と思える瞬間が多いかどうか、夢ができたら、
いつ・どこで・どんな風にといった具体的な目標
をたてることなどを教わりました。

6/29

らい き

25 2421 20広報プラスONE、市公式facebookでは掲載されていない記事も紹介しています。
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「
今
月
の
〇
〇
の
記
事
が
と
て
も

た
め
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
〇
〇

の
特
集
を
し
て
欲
し
い
」
と
ご
連
絡

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
と
て
も
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
市
が
伝
え
た
い
情
報
だ
け

で
な
く
、
み
な
さ
ん
が
知
り
た
い
情

報
も
取
り
上
げ
、
手
に
取
っ
て
も
ら

え
る
広
報
を
め
ざ
し
日
々
努
力
し
て

い
ま
す
。
カ
メ
ラ
片
手
に
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
に
出
没
し
て
い
ま
す
の
で
、
見

か
け
た
ら
広
報
か
け
が
わ
の
感
想
や
ご

意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
 

 

（
太
）

人数世帯数(前月からの増減） 男 女 世帯数

市へのご意見は
こちらから

■市の人口(7月1日現在）

ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 8/13（土）・28（日）、9/10（土）・25（日）
 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　8/16(火)、9/6(火)13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　9/20（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

問文化・スポーツ振興課（☎21-1158）

8
・
9
月

文化財保存活用地域計画
作成します

住民基本台帳人口
日本人
外国人

▲県指定文化財 龍華院大猷院霊屋
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磐
田
南
高
校
に
通
う
大
石
蘭
さ
ん

は
、
７
月
９
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た

第
64
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

「
形
」
高
校
女
子
の
部
に
出
場
し
ま

し
た
。

大
石
さ
ん
の
空
手
と
の
出
会
い
は
、

幼
稚
園
年
長
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

ダ
ン
ス
な
ど
体
を
動
か
す
こ
と
が
大

好
き
で
友
達
に
誘
わ
れ
道
場
に
通
う

と
、
「
形
」
を
ど
ん
ど
ん
覚
え
て
い

き
ま
し
た
。
集
中
力
が
あ
り
覚
え
も

早
く
て
教
え
る
の
が
楽
し
か
っ
た
と

師
匠
も
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
全

国
大
会
に
は
、
小
学
３
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
の
７
年
間
に
５
回
出

場
し
、
６
位
を
１
回
、
８
位
を
２
回

の
計
３
回
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

「
空
手
は
技
術
だ
け
で
な
く
精
神
も

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
競
技
。
空
手
を

し
て
い
る
人
は
、
礼
儀
正
し
く
優
し

く
な
れ
る
」
と
そ
の
魅
力
を
語
り
ま

す
。

空手を10年続けたことが自分の財産

空手形（かた）は、昨
年開催された東京五輪で
初採用され注目された競
技。8m四方の競技場の
中に4人の敵を想定し、
攻撃と防御を一連の流れ
として組み合わせ、突き
や蹴りの力強さやスピー
ド・リズム・バランス・
パワーなどを競う。

大石 蘭さん

第64回全国空手道選手権大会
「形」高校女子の部出場

（旭ヶ丘）

The person of Kakegawa

107

本
大
会
は
惜
し
く
も
初
戦
で
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
大
会
を
終
え

た
大
石
さ
ん
は
、
「
力
を
出
し
切
れ

た
だ
け
に
悔
し
い
結
果
と
な
り
残
念

だ
っ
た
。
思
い
を
ど
こ
ま
で
技
で
表

現
で
き
る
か
が
「
形
」
の
難
し
さ
で

も
あ
り
楽
し
さ
で
も
あ
る
」
と
言
い

ま
す
。
高
校
入
学
を
機
に
、
空
手
は

一
区
切
り
と
決
め
て
い
た
大
石
さ
ん

は
「
今
振
り
返
る
と
あ
っ
と
い
う
間

の
10
年
間
だ
っ
た
。
楽
し
い
こ
と
も

つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
空
手
を

通
じ
て
全
国
に
友
達
も
で
き
た
。
続

け
て
き
た
こ
と
は
自
分
の
財
産
。
こ

れ
か
ら
は
、
勉
強
と
部
活
動
を
頑
張

り
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
り
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

大
石
さ
ん
は
現
在
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
に
所
属
し
な
が
ら
勉
学
に
励
み

新
た
な
目
標
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

「
文
化
財
」
と
聞
く
と
、
頭
に
何

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
土
の
中
に

残
る
遺
跡
、
建
造
物
、
仏
像
、
絵
画
、

古
文
書
と
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
文
化
財

は
、
日
本
の
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま

れ
、
育
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
貴
重
な
国
の
財
産
で
す
。

文
化
財
の
保
存
・
活
用
と
、
国
民
の

文
化
的
向
上
を
目
的
と
し
た
法
律
が

文
化
財
保
護
法
で
す
。
こ
の
中
で
文

化
財
を
有
形
文
化
財
（
建
造
物
、
美

術
工
芸
品
）
、
無
形
文
化
財
（
演
劇
、

音
楽
な
ど
）
、
民
俗
文
化
財
（
信

仰
・
年
中
行
事
な
ど
に
関
す
る
民
俗

芸
能
、
風
俗
慣
習
）
、
記
念
物
（
遺

跡
、
名
勝
地
、
動
植
物
）
、
文
化
的

景
観
、
お
よ
び
伝
統
的
建
造
物
群
と

定
義
し
、
中
で
も
特
に
貴
重
な
も
の

を
国
、
県
、
市
が
指
定
し
、
保
護
し

て
い
ま
す
。

市
に
は
、
5
件
の
国
指
定
、
30
件

の
県
指
定
、
70
件
の
市
指
定
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
数
は
多
い
ま
た

は
少
な
い
、
ど
ち
ら
に
感
じ
た
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
5
件
の
国
指
定

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
指
定
さ
れ
た
文
化
財
は

ほ
ん
の
一
部
で
、
市
内
に
は
7
0
0

を
超
え
る
埋
蔵
文
化
財
、
掛
川
層
群

の
化
石
資
料
、
各
地
域
の
祭
典
、
寺

院
の
仏
像
、
江
戸
時
代
か
ら
の
特
産

で
あ
る
葛
布
な
ど
数
多
く
の
未
指
定

の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
は
、
近
年
の
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
よ
り
維
持
、
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
文
化
財
は
保
存

（
守
る
こ
と
）
に
主
眼
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
活
用
す
る
と

い
う
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
法
は
平
成
30
年
に
改
正

さ
れ
、
地
域
が
総
が
か
り
で
文
化
財

の
保
存
・
活
用
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
文
化
財
に
関
す
る
総
合
的
な
計

画
を
各
市
町
で
作
成
す
る
こ
と
が
制

度
化
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
各
地
域
に
残
る

未
指
定
の
文
化
財
の
情
報
を
い
た
だ

き
、
市
の
歴
史
と
文
化
の
特
徴
を
示

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
目
指
す

姿
に
向
か
い
具
体
的
な
事
業
や
施
策

を
記
載
し
て
い
き
ま
す
。
郷
土
の
貴

重
な
文
化
財
を
次
の
世
代
へ
つ
な
い

で
い
き
ま
し
よ
う
。

国
指
定
文
化
財

重
要
文
化
財
：
掛
川
城
御
殿
、

 

大
日
本
報
徳
社
大
講
堂

史
跡
：
高
天
神
城
跡
、
横
須
賀
城
跡
、

 

和
田
岡
古
墳
群

1 16,038人 ( + 62)
 111,513人 ( － 49)
 4,525人 ( + 111)

 58,422人 ( +38)
 56,134人 ( － 21)
 2,288人 ( + 59)

 57,616人 ( +24)
 55,379人 ( － 28)
 2,237人 ( + 52)

 46,708 ( +158)
 44,455 ( + 54)
 2,253 ( +104)
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問文化・スポーツ振興課（☎21-1158）

8
・
9
月

文化財保存活用地域計画
作成します

住民基本台帳人口
日本人
外国人

▲県指定文化財 龍華院大猷院霊屋
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磐
田
南
高
校
に
通
う
大
石
蘭
さ
ん

は
、
７
月
９
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た

第
64
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

「
形
」
高
校
女
子
の
部
に
出
場
し
ま

し
た
。

大
石
さ
ん
の
空
手
と
の
出
会
い
は
、

幼
稚
園
年
長
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

ダ
ン
ス
な
ど
体
を
動
か
す
こ
と
が
大

好
き
で
友
達
に
誘
わ
れ
道
場
に
通
う

と
、
「
形
」
を
ど
ん
ど
ん
覚
え
て
い

き
ま
し
た
。
集
中
力
が
あ
り
覚
え
も

早
く
て
教
え
る
の
が
楽
し
か
っ
た
と

師
匠
も
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
全

国
大
会
に
は
、
小
学
３
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
の
７
年
間
に
５
回
出

場
し
、
６
位
を
１
回
、
８
位
を
２
回

の
計
３
回
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

「
空
手
は
技
術
だ
け
で
な
く
精
神
も

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
競
技
。
空
手
を

し
て
い
る
人
は
、
礼
儀
正
し
く
優
し

く
な
れ
る
」
と
そ
の
魅
力
を
語
り
ま

す
。

空手を10年続けたことが自分の財産

空手形（かた）は、昨
年開催された東京五輪で
初採用され注目された競
技。8m四方の競技場の
中に4人の敵を想定し、
攻撃と防御を一連の流れ
として組み合わせ、突き
や蹴りの力強さやスピー
ド・リズム・バランス・
パワーなどを競う。

大石 蘭さん

第64回全国空手道選手権大会
「形」高校女子の部出場

（旭ヶ丘）

The person of Kakegawa
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本
大
会
は
惜
し
く
も
初
戦
で
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
大
会
を
終
え

た
大
石
さ
ん
は
、
「
力
を
出
し
切
れ

た
だ
け
に
悔
し
い
結
果
と
な
り
残
念

だ
っ
た
。
思
い
を
ど
こ
ま
で
技
で
表

現
で
き
る
か
が
「
形
」
の
難
し
さ
で

も
あ
り
楽
し
さ
で
も
あ
る
」
と
言
い

ま
す
。
高
校
入
学
を
機
に
、
空
手
は

一
区
切
り
と
決
め
て
い
た
大
石
さ
ん

は
「
今
振
り
返
る
と
あ
っ
と
い
う
間

の
10
年
間
だ
っ
た
。
楽
し
い
こ
と
も

つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
空
手
を

通
じ
て
全
国
に
友
達
も
で
き
た
。
続

け
て
き
た
こ
と
は
自
分
の
財
産
。
こ

れ
か
ら
は
、
勉
強
と
部
活
動
を
頑
張

り
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
り
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

大
石
さ
ん
は
現
在
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
に
所
属
し
な
が
ら
勉
学
に
励
み

新
た
な
目
標
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

「
文
化
財
」
と
聞
く
と
、
頭
に
何

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
土
の
中
に

残
る
遺
跡
、
建
造
物
、
仏
像
、
絵
画
、

古
文
書
と
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
文
化
財

は
、
日
本
の
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま

れ
、
育
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
貴
重
な
国
の
財
産
で
す
。

文
化
財
の
保
存
・
活
用
と
、
国
民
の

文
化
的
向
上
を
目
的
と
し
た
法
律
が

文
化
財
保
護
法
で
す
。
こ
の
中
で
文

化
財
を
有
形
文
化
財
（
建
造
物
、
美

術
工
芸
品
）
、
無
形
文
化
財
（
演
劇
、

音
楽
な
ど
）
、
民
俗
文
化
財
（
信

仰
・
年
中
行
事
な
ど
に
関
す
る
民
俗

芸
能
、
風
俗
慣
習
）
、
記
念
物
（
遺

跡
、
名
勝
地
、
動
植
物
）
、
文
化
的

景
観
、
お
よ
び
伝
統
的
建
造
物
群
と

定
義
し
、
中
で
も
特
に
貴
重
な
も
の

を
国
、
県
、
市
が
指
定
し
、
保
護
し

て
い
ま
す
。

市
に
は
、
5
件
の
国
指
定
、
30
件

の
県
指
定
、
70
件
の
市
指
定
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
数
は
多
い
ま
た

は
少
な
い
、
ど
ち
ら
に
感
じ
た
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
5
件
の
国
指
定

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
指
定
さ
れ
た
文
化
財
は

ほ
ん
の
一
部
で
、
市
内
に
は
7
0
0

を
超
え
る
埋
蔵
文
化
財
、
掛
川
層
群

の
化
石
資
料
、
各
地
域
の
祭
典
、
寺

院
の
仏
像
、
江
戸
時
代
か
ら
の
特
産

で
あ
る
葛
布
な
ど
数
多
く
の
未
指
定

の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
は
、
近
年
の
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
よ
り
維
持
、
継
承
し
て
い
く

こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
文
化
財
は
保
存

（
守
る
こ
と
）
に
主
眼
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
活
用
す
る
と

い
う
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
法
は
平
成
30
年
に
改
正

さ
れ
、
地
域
が
総
が
か
り
で
文
化
財

の
保
存
・
活
用
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
文
化
財
に
関
す
る
総
合
的
な
計

画
を
各
市
町
で
作
成
す
る
こ
と
が
制

度
化
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
各
地
域
に
残
る

未
指
定
の
文
化
財
の
情
報
を
い
た
だ

き
、
市
の
歴
史
と
文
化
の
特
徴
を
示

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
目
指
す

姿
に
向
か
い
具
体
的
な
事
業
や
施
策

を
記
載
し
て
い
き
ま
す
。
郷
土
の
貴

重
な
文
化
財
を
次
の
世
代
へ
つ
な
い

で
い
き
ま
し
よ
う
。

国
指
定
文
化
財

重
要
文
化
財
：
掛
川
城
御
殿
、

 

大
日
本
報
徳
社
大
講
堂

史
跡
：
高
天
神
城
跡
、
横
須
賀
城
跡
、

 

和
田
岡
古
墳
群

1 16,038人 ( + 62)
 111,513人 ( － 49)
 4,525人 ( + 111)

 58,422人 ( +38)
 56,134人 ( － 21)
 2,288人 ( + 59)

 57,616人 ( +24)
 55,379人 ( － 28)
 2,237人 ( + 52)

 46,708 ( +158)
 44,455 ( + 54)
 2,253 ( +104)

りゅうげ いんたいゆういんおたまや
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